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その他の特集
●都城市の財政状況 ●市・県民税の申告 ●新型インフルエンザの感染拡大防止
●子育て支援センター ●都市計画マスタープラン
●必ず投票しましょう 都城市長選挙・市議会議員選挙



2009年は、都城工業高校の春高バレー優勝に始まり、都城商業高校の甲子園８強入りや本市初のプロチー
ムの発足が bj リーグ（バスケットボール）で決まるなど、スポーツが元気を与えてくれた年でした。
市政では、三股町、曽於市、志布志市との定住自立圏形成協定の締結や霧島を囲む７市町で構成する環霧島
会議による連携した観光推進など、広域一体となった行政運営が進められた１年でした。

回顧録2009
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夏の甲子園に 28 年ぶりに出場した都城商業
高校野球部。全国の強豪を破り８強入りを果
たす

昨年４月にオープンした南九州大学都城キャ
ンパス。新研究棟も完成し、今年 4 月には、
人間発達学部子ども教育学科が新たに開設

春高バレーで全国制覇を成し遂げた都城工業
高校バレーボール部。写真は、市民への感謝
を込め行われた市民交流会でのバレーボール
教室

昨年で２回目となる島津発祥まつり。写真は
幕末の戊辰戦争で出陣した私領一番隊にふん
した隊士

救急医療体制の充実や都城志
布志道路の早期整備を目指
し、三股町、鹿児島県曽於市・
志布志市と都城広域定住自立
圏形成協定を締結

宮崎で初めてとなるｂｊリーグ（プロ
バスケットボール）への参入が決まる。
今年、本市で８試合が開催される予定
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市民の皆さんに2009年を振り返り、
2010年への思いを聞きました
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笹葉 勇樹さん、さやかさん、
瑠
る き

樹くん、瑛
あ き と

翔くん
昨年は、２級建築士の資格取得のために
勉強に励み、取得できたことが一番うれ
しかったです。今年は、家族全員で健康
に暮らせることが願いです。

中木屋 弘美さん
昨年は、南九州大学に
入学し、始めての一人
暮らしやバイトなど、
いろいろ経験できた１
年でした。今年は、将
来を考えながら専攻を
決めていきたいです。

徳増 那津美さん
昨年は、初めての大学
生活を送りながら、高
校までとは違う新しい
体験ができた良い年で
した。今年は、バイト
と勉強の両立を頑張り
たいです。

坂元 順
より

子
こ

さん
高崎町農産加工セン
ターで働いていますが、
昨年は、県内外の視察
の対応など忙しい一年
でした。今年も、地元
産にこだわった商品を
提供していきたいです。

街角インタビュー

松下 由佳さん
昨年の一番の思い出は、
西小学校吹奏楽部キャ
プテンとして、全日本小
学校バンドフェスティ
バルでの金賞受賞。今年
も部員には、同じ感動を
味わって欲しいです。

福留 武
たけみち

道さん
昨年は、山田町商工会青
年部長になったこともあ
り、家を空ける機会が多
く家族に迷惑をかけた年
でした。今年も、支えて
くれる家族に感謝しなが
ら過ごしたいです。

救急医療体制の充実や都城志
布志道路の早期整備を目指
し、三股町、鹿児島県曽於市・
志布志市と都城広域定住自立
圏形成協定を締結

地元の各商工会が消費拡大の
ため発行したプレミアム付き
商品券

宮崎で初めてとなるｂｊリーグ（プロ
バスケットボール）への参入が決まる。
今年、本市で８試合が開催される予定

街角アンケート

市民が選んだ2009年都城市10大ニュース

※12月11日～13日に街角で市民100人を対象に行ったアンケート結果です

第１位　都城商業高校野球部が夏の甲子園８強入り

第２位　　都城工業高校バレーボール部が春高バレーで全国制覇

第３位　　高速道路のＥＴＣ割引、土日などが1,、000円に

第４位　　新型インフルエンザが全国で猛威を振るう

第５位　　南九州大学都城キャンパスが開学

第６位　　男性長寿世界一、田鍋友時さん死去

第７位　　都城泉ヶ丘高校が平成22年４月から中高一貫校へ

第８位　　青井岳温泉の不祥事

第９位　　地元で買い物を！　プレミアム商品券を発行

第10位　　県内初のプロバスケットボールチームが誕生
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平成20年度　決算 平成 21 年度
現計予算

（９月補正時点）会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差　　額 市債残高
一　般　会　計 688 億 7,170 万円 674 億 7,576 万円 13 億 9,594 万円 823 億 4,832 万円 708 億 6,282 万円

特　

別　

会　

計

食肉センター 2 億 4,293 万円 2 億 4,293 万円 0 10 億 6,818 万円 1 億 8,704 万円
下水道事業 50 億 2,360 万円 50 億 2,360 万円 0 246 億 2,339 万円 43 億 2,314 万円
国民健康保険 213 億 1,716 万円 207 億 6,612 万円 5 億 5,104 万円 213 億 2,268 万円
後期高齢者医療 15 億 5,370 万円 15 億 2,610 万円 2,760 万円 16 億 1,112 万円
公設地方卸売市場事業 1 億 2,841 万円 1 億 2,841 万円 0 1 億 5,824 万円 1 億 3,701 万円
老人保健 20 億 4,738 万円 20 億 4,738 万円 0 1 億 7,952 万円
農業集落下水道事業 5 億 8,126 万円 5 億 8,126 万円 0 55 億 220 万円 6 億 2,994 万円
整備墓地 3,645 万円 3,645 万円 0 3 億 4,996 万円 3,642 万円
都市開発資金 1 億 1,608 万円 1 億 1,608 万円 0 4,783 万円 4,576 万円
介護保険 121 億 4,675 万円 120 億 3,476 万円 1 億 1,199 万円 126 億 2,716 万円
御池簡易水道事業 3,901 万円 3,806 万円 95 万円 6,395 万円
簡易水道事業 2 億 4,265 万円 2 億 4,087 万円 178 万円 6 億 6,749 万円 2 億 7,958 万円
電気事業 3,172 万円 2,865 万円 307 万円 2,871 万円
山之口総合交流活性化センター 1 億 8,610 万円 1 億 8,610 万円 0 3 億 1,010 万円 8,724 万円
高城健康増進センター等管理事業 3 億 2,030 万円 3 億 2,030 万円 0 4 億 9,081 万円 1 億 6,899 万円

合　　　　計 440 億 1,350 万円 433 億 1,707 万円 6 億 9,643 万円 332 億 1,820 万円 417 億 2,826 万円

企業
会計

水道事業（収益的） 24 億 232 万円 21 億 3,672 万円 2 億 6,560 万円 企業債残高
95 億 8,707 万円

22 億 7,451 万円
水道事業（資本的） 18 億 9,556 万円 30 億 6,022 万円 △ 11 億 6,466 万円 17 億 5,656 万円

※水道事業（資本的）の不足額は、留保資金などで補てんしました

市では、皆さんの納めた税金がどのように使われているかをお知らせするため、年２回財政状況を公表し
ています。今回は、平成20年度の決算状況と平成21年度の現計予算（９月補正時点）をお知らせします。

●問い合わせ　一般会計・特別会計について　　　　財政課　☎ 23−２１１３
            水道事業について　　　　　　水道局業務課　☎ 23−４５１０

平成20年度一般会計決算
歳入決算額 688億7,170万円　歳出決算額 674億7,576万円
形式収支で13億9,594万円の黒字、平成21年度へ繰り越すべき財源を差し引いた
実質収支では10億9,022万円の黒字決算となりました。

都城市の

衛生費
42億96万円

6.2％

市税
184億9,921万円

26.9％

繰入金
24億1,684万円

3.5％

諸収入
26億1,964万円

3.8％ 地方交付税
197億3,164万円

28.6％市債
53億6,430万円

7.8％

国県支出金
124億8,976万円

18.1％

その他
77億5,031万円

11.3％

歳出総額
674億7,576万円

歳入総額
688億7,170万円

民生費
215億9,223万円

32.0％

総務費
103億7,089万円

15.4％

公債費
101億181万円

15.0％

教育費
57億5,361万円

8.5％

土木費
57億3,622万円

8.5％

農林水産業費
48億2,523万円

7.2％

その他
48億9,481万円

7.2％
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▪地方交付税／国税のうち所得税・法人税・酒
税・消費税およびたばこ税の一定割合を国が地
方へ再配分する税

▪市税／個人・法人市民税、固定資産税、軽自動
車税など

▪国県支出金／特定した目的事業の財源となる国
と県からの補助金など

▪市債／建設事業や災害復旧事業などの財源とな
る借入金

▪繰入金／一般会計・特別会計・基金などの会計
間の資金のやりとり

※市の財産や損益、現金の流れ、資産の変動などをまとめた財務書類をホームページで公表しています

（平成20年度一般会計決算を、月額30万円の家計に置き換えると……）

収　入
　　　　　項　　目　　　　　　　　　金　　額　　　　割　合

給料（地方税など）
子どもからの仕送り（地方交付税）
その他の収入（使用料・手数料など）
親戚などからの援助（国・県支出金）
前月分繰越（繰越金）
預貯金の取り崩し（繰入金など）
新たな借入金（市債）

95,988 円
85,949 円
24,813 円
54,404 円
4,952 円
10,528 円
23,366 円

32.0％
28.6％
8.3％

18.1％
1.7％
3.5％
7.8％

支　出
　　　　　項　　目　　　　　　　　　金　　額　　　　割　合

食費（人件費）
保険料や医療費（扶助費）
ローン返済（公債費）
その他の生活費（維持補修費など）
預貯金へ（積立金）
家屋の増改築（投資的経費）
※6,081円（2.0％）は翌月に繰り越し

55,952 円
53,651 円
44,003 円
87,722 円
13,475 円
39,116 円

18.7％
17.9％
14.7％
29.2％
4.5％
13.0％

都城市の家計簿

平成21年度一般会計現計予算
当初予算額 688億3,000万円　現計予算額 708億6,282万円

当初予算と比較して、20 億 3,282 万円の増となっています。

▪民生費／高齢者、障がい者、児童などの福祉全
般の事業経費

▪総務費／選挙、戸籍、徴税、市庁舎管理などの
経費

▪公債費／市債を返済するための経費
▪教育費／教育や文化財保護、スポーツ振興など

の経費
▪土木費／道路、公園整備、住宅管理などの経費
▪農林水産業費／農業・林業・水産業などの経費
▪衛生費／清掃、保健衛生などの経費

▪一般会計／道路整備やごみの収集、福祉サービ
スの提供などの事業を行うための会計

▪特別会計／介護保険事業や国民健康保険事業な
ど、特定の収入（保険料や使用料など）でその
仕事の支出を賄う会計

▪企業会計／その仕事自体に収益（使用料）があ
り、その収益で支出を賄う独立採算制の会計

▪形式収支・実質収支／形式収支は歳入決算総額
から歳出決算総額を差し引いた額、これから翌年
度へ繰り越すべき財源を控除したものが実質収支

歳 入 歳 出用 語 説解

農林水産業費
45億1,602万円

6.4％

衛生費
45億9,385万円

6.5％

市税
171億9,430万円

24.3％

繰入金
42億5,213万円

6.0％

地方交付税
188億2,413万円

26.6％

市債
77億7,065万円

11.0％

国県支出金
136億3,636万円

19.2％

その他
91億8,525万円

12.9％

歳出総額
708億6,282万円

歳入総額
708億6,282万円

民生費
224億1,669万円

31.6％

総務費
92億4,596万円

13.0％

公債費
100億6,290万円

14.2％

教育費
79億5,646万円

11.2％

土木費
62億8,184万円

8.9％

その他
57億8,910万円

8.2％
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【祝吉地区】
日　　時 場　　所 地　　　　区

１月25日㈪
９:30～16:00 祝吉地区公民館 午前：上郡元、南郡元

午後：郡元一～四丁目、神之山町、年見町

１月26日㈫
９:30～16:00 祝吉地区公民館

午前：祝吉一～三丁目、祝吉町、千町、
　　　上川東一～四丁目
午後：早水町、立野町、下川東一～四丁目

【妻ヶ丘地区】
日　　時 場　　所 地　　　　区

１月27日㈬
９:30～16:00

妻ヶ丘
地区公民館

午前：妻ヶ丘町、若葉町、菖蒲原町
午後：上東町、東町、天神町、中原町、花繰町

１月28日㈭
９:30～16:00

妻ヶ丘
地区公民館

午前：上長飯町
午後：一万城町、広原町

【小松原地区】
日　　時 場　　所 地　　　　区

１月29日㈮
９:30～16:00

小松原
地区公民館

午前：前田町、平江町、北原町、大王町、栄町、
　　　小松原町、宮丸町
午後：志比田町

【西岳地区】
日　　時 場　　所 地　　　　区

２月１日㈪
10:00～16:00

折田代農業者
中央研修館

午前：田野、武床、猪子石
午後：折田代

上馬渡
自治公民館

午前：牛之脛
午後：馬渡

２月２日㈫
９:30～16:00

西岳地区公民館 午前：高野町、田野の一部
午後：美川町

御池自治公民館 御池町（14:00～15:30）

【横市地区】
日　　時 場　　所 地　　　　区

２月３日㈬
９:30～16:00 横市地区公民館 午前：南横市町

午後：蓑原町
２月４日㈭

９:30～16:00 横市地区公民館 午前：都原町
午後：横市町

【中郷地区】
日　　時 場　　所 地　　　　区

２月４日㈭
10:00～15:30 石原営農研修館 午前：尾平野

午後：石原
２月５日㈮

９:30～16:00
中郷地区市民
交流センター

午前：東豊満、西豊満
午後：大薗、益貫、麓

２月８日㈪
９:30～16:00

中郷地区市民
交流センター

午前：上安久、下安久
午後：川内、雄児石

２月９日㈫
９:30～16:00

中郷地区市民
交流センター

午前：藤田、正応寺
午後：嫁坂、払川

２月10日㈬
９:30～16:00

中郷地区市民
交流センター

午前：高野原、女橋
午後：大浦

【五十市地区】
日　　時 場　　所 地　　　　区

２月12日㈮
９:30～16:00

五十市
地区公民館

午前：南鷹尾町
午後：五十町

２月15日㈪
９:30～16:00

五十市
地区公民館

午前：鷹尾一～五丁目
午後：平塚町

２月16日㈫
９:30～16:00

五十市
地区公民館

午前：久保原町、大岩田町
午後：今町

【志和池地区】
日　　時 場　　所 地　　　　区

２月17日㈬
９:30～16:00

志和池
地区公民館

午前：丸谷、巣立
午後：薄谷、谷頭

２月18日㈭
９:30～16:00

志和池
地区公民館

午前：下水流２、下水流３
午後：下水流１、平原、岩満

２月19日㈮
９:30～16:00

志和池
地区公民館

午前：上水流中、森田、上水流東
午後：上水流西、荒ヶ田、吉行

市・県民税の申告をお忘れなく
申告の受け付けは１月25日（月）～３月15日（月）まで

申告期間中は全職員が各会場へ出向きますので、本
庁および各総合支所窓口での申告受け付けはできま
せん。必ず下記の会場で申告してください。
※12時～13時は受け付け休止（本庁管内）
なお、確定申告をする人は、市・県民税の申告の必
要はありません。

市民税課　　　　　　　☎ 23−2123
山之口総合支所財務課　☎ 57−3111
高城総合支所財務課　　☎ 58−2311
山田総合支所財務課　　☎ 64−1111
高崎総合支所財務課　　☎ 62−1111

問
い
合
わ
せ
先

※麓地区公民館は山之口多目的研修センター 
　山之口地区公民館は旧町中央公民館

【志和池地区】
日　　時 場　　所 地　　　　区

２月22日㈪
９:30～16:00

志和池
地区公民館

午前：万ヶ塚、麓
午後：寿万寺、崎田

【沖水地区】
日　　時 場　　所 地　　　　区

２月23日㈫
９:30～16:00 沖水地区公民館 午前：都北町、広瀬

午後：吉尾町
２月24日㈬

９:30～16:00 沖水地区公民館 午前：東高木、上金田
午後：西高木

２月25日㈭
９:30～16:00 沖水地区公民館 午前：太郎坊町

午後：下金田、中金田

【庄内地区】
日　　時 場　　所 地　　　　区

２月26日㈮
９:30～16:00 庄内地区公民館 午前：関之尾

午後：川崎、町区
３月１日㈪

９:30～16:00 庄内地区公民館 午前：平田
午後：東区

３月２日㈫
９:30～16:00 庄内地区公民館 午前：馬場、莇、今平、内場、源野

午後：西区
３月３日㈬

９:30～16:00 庄内地区公民館 午前：宮島、千草
午後：今屋

【姫城地区】
日　　時 場　　所 地　　　　区

３月４日㈭
９:30～16:00

コミュニティ
センター

午前：早鈴町、甲斐元町、松元町
午後：都島町、西町、上町

３月５日㈮
９:30～16:00

コミュニティ
センター

午前：下長飯町
午後：中町、牟田町、八幡町、蔵原町、姫城町

３月８日㈪
９:30～16:00

コミュニティ
センター 市全域（予備日）

３月９日㈫
９:30～16:00

コミュニティ
センター 市全域（予備日）

【山之口地区】※午前は11:00まで、午後は13:00から
日　　時 場　　所 地　　　　区

２月３日㈬
９:30～15:30

永野営農研修館 午前：永野
青井岳
営農研修館 午後：天神、五十山、飛松

２月４日㈭
９:30～15:30 麓地区公民館 午前：麓一区・二区

午後：麓三区・下平
２月９日㈫

９:30～15:30 麓地区公民館 午前：麓四区
午後：野上、五反田

２月10日㈬
９:30～15:30 麓地区公民館 午前：六十田

午後：田原
２月16日㈫

９:30～15:30
山之口
地区公民館

午前：街区１・２
午後：街区３・４・５

２月17日㈬
９:30～15:30

山之口
地区公民館

午前：向原東１・２・３・７
午後：西向原１・２・３

２月18日㈭
９:30～15:30

山之口
地区公民館

午前：西向原５・６・７
午後：西向原８・９・１０

２月19日㈮
９:30～15:30

山之口
地区公民館

午前：川内
午後：前方

２月23日㈫
９:30～15:30 弥五郎どんの館 午前：正近１・２・３

午後：正近４・５・６
２月24日㈬

９:30～15:30 弥五郎どんの館 午前：桑原１、乗平　　
午後：桑原２

２月25日㈭
９:30～15:30 弥五郎どんの館 午前：桑原３（中島、新地、田島）

午後：中原、富吉団地
３月１日㈪

９:30～15:30
下富吉
地区公民館

午前：東
午後：原田、飯起

３月２日㈫
９:30～15:30

下富吉
地区公民館

午前：榎木
午後：上森
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【高城地区】※午前は11:00まで、午後は13:00から
日　　時 場　　所 地　　　　区

２月15日㈪
９:30～15:00

様ヶ野
営農研修館

午前：第18自治公民館（全域）
午後：第19、第20自治公民館(全域）

２月16日㈫
９:30～15:00

高城農村環境
改善センター

午前：第17自治公民館（全域）
午後：第14自治公民館（全域）

２月17日㈬
９:00～15:00

高城農村環境
改善センター

午前：第16自治公民館（上星原）
午後：第16自治公民館（下星原、市野々）

２月18日㈭
９:00～15:00

高城農村環境
改善センター

午前：第15自治公民館（田尾１・２・３、
　　　新生、田尾上団地）
午後：第15自治公民館（宮平、木ノ下、旭、
　　　親和、宮平住宅）

２月19日㈮
９:00～15:00

高城農村環境
改善センター

午前：第13自治公民館(前西久保、後西久保、
　　　後向、大窪）
午後：第13自治公民館(上豊広、下豊広、
　　　新生、次郎丸）

２月22日㈪
９:00～15:00 石山分館 午前：第12自治公民館（１、２）

午後：第12自治公民館（３、４、５、６）
２月23日㈫

９:00～15:00 石山分館 午前：第11自治公民館（上新地、中新地）
午後：第11自治公民館（下新地、萩原）

２月24日㈬
９:00～15:00 石山分館 午前：第10自治公民館（１、２、３、４）

午後：第10自治公民館（５、６、７、８、９）
２月25日㈭

９:00～15:00 石山分館 午前：第９自治公民館（１、２、３、４）
午後：第９自治公民館（５、６、７、８）

３月１日㈪
９:00～15:00

勤労青少年
ホーム

午前：第３自治公民館（上の１、上の２、
　　　上の３）
午後：第３自治公民館（下の１、下の２）

３月２日㈫
９:00～15:00

勤労青少年
ホーム

午前：第４自治公民館（１、２）
午後：第４自治公民館（３、４、５、６）

３月３日㈬
９:00～15:00

勤労青少年
ホーム

午前：第５自治公民館（１、２）
午後：第５自治公民館（３、４）

３月４日㈭
9:00～15:00

高城総合支所
西別館

午前：第８自治公民館（１、２、３）
午後：第８自治公民館（４、５、６）

３月５日㈮
9:00～15:00

高城総合支所
西別館

午前：第７自治公民館（１、２、３）
午後：第７自治公民館（４、５、６、７、８、
　　　９、10、11、12）

３月８日㈪
９:00～15:00

高城総合支所
西別館

午前：第６自治公民館（１のA、１のＢ、２）
午後：第６自治公民館（３、４、住宅１・２・
　　　３）

３月９日㈫
９:00～15:00

高城総合支所
西別館

午前：第１自治公民館（高城原１・２）
午後：第１自治公民館（高城原３・４）

３月10日㈬
９:00～15:00

高城総合支所
西別館

午前：第１自治公民館（大久保１・２・３、
　　　春日）
午後：第１自治公民館（立喰１・２、春日住宅、
　　　宮銀住宅）

３月11日㈭
９:00～15:00

高城総合支所
西別館

午前：第２自治公民館（引地、木崎、日和）
午後：第２自治公民館（犬の馬場、松川、
　　　松川住宅、七日市１・２）

【山田地区】※午前は11:30まで、午後は13:00から
日　　時 場　　所 地　　　　区

２月9日㈫
９:30～16:00 けねじゅ苑 午前：西栫

午後：瀬之口、百原、中村
２月10日㈬

９:30～16:00 けねじゅ苑 午前：脇之馬場
午後：長谷

２月15日㈪
９:30～16:00 平山公民館 午前：石風呂

午後：上椎屋、平山
２月16日㈫

９:30～16:00 下是公民館 午前：下是
午後：浜之段、上是

２月18日㈭
９:30～16:00 大古川公民館 午前：大古川

午後：竹脇
２月19日㈮

９:30～16:00 大古川公民館 北田、池之原

２月22日㈪
９:30～16:00 瀬茅公民館 瀬茅

２月23日㈫
９:30～16:00 瀬茅公民館 午前：牛谷

午後：万ヶ塚
２月25日㈭

９:30～16:00 田中公民館 午前：田中
午後：和田上、倉平

２月26日㈮
９:30～16:00 田中公民館 午前：修行

午後：毘砂丸
３月１日㈪

９:30～16:00 山内一公民館 午前：山内一
午後：山内二

３月２日㈫
９:30～11:30 山内一公民館 古江

３月３日㈬
９:30～16:00

農業者トレーニ
ングセンター

午前：谷二
午後：谷一

３月4日㈭
9:30～16:00

農業者トレーニ
ングセンター 谷五

３月5日㈮
９:30～16:00

農業者トレーニ
ングセンター

午前：谷三・六・七
午後：谷八・九

３月9日㈫
９:30～16:00

山田
総合センター 全地区

２月４日㈭
９:00～15:00 前田児童館 午前：谷川

午後：町倉
２月５日㈮

９:00～15:00 前田児童館 午前：割付
午後：栗巣、杉倉

２月８日㈪
９:00～15:00 前田児童館 午前：迫間

午後：山神原、野平
２月９日㈫

９:00～15:00
江平地区農村
改善センター

午前：轟、小牧
午後：鵜戸、塚原

２月10日㈬
９:00～15:00

江平地区農村
改善センター

午前：炭床
午後：木下

２月12日㈮
９:00～15:00

江平地区農村
改善センター 吉村

２月15日㈪
９:00～15:00

江平地区農村
改善センター 温水

２月16日㈫
９:00～15:00

笛ヶ水
教育集会所

午前：竹元、崎山
午後：後平、椎屋

２月17日㈬
９:00～15:00

縄瀬地区
活性化センター 横谷

２月18日㈭
９:00～15:00

縄瀬地区
活性化センター 共和

２月22日㈪
９:00～15:00

縄瀬地区
活性化センター 三和

２月23日㈫
９:00～15:00

縄瀬地区
活性化センター 蔵元

２月24日㈬
９:00～15:00

東霧島地区
多目的集会所

午前：松ヶ水流
午後：権堀

２月25日㈭
９:00～15:00

東霧島地区
多目的集会所

午前：田中
午後：東

３月１日㈪
９:00～15:00 高崎総合支所 午前：原村

午後：牟礼水流、新生
３月４日㈭

９:00～15:00 高崎総合支所 午前：柏木
午後：田平

３月５日㈮
９:00～15:00 高崎総合支所 下新田

３月８日㈪
９:00～15:00 高崎総合支所 上新田

３月9日㈫
９:00～15:00 高崎総合支所 午前：高坂

午後：旭
３月10日㈬

９:00～15:00 高崎総合支所 午前：中央団地
午後：鍋

３月11日㈭
９:00～15:00 高崎総合支所 午前：荒場

午後：上勢西

【山田地区】※午前は11:30まで、午後は13:00から
日　　時 場　　所 地　　　　区

３月10日㈬
９:30～16:00

山田
総合センター 全地区

【高崎地区】※午前は11:00まで、午後は13:00から
日　　時 場　　所 地　　　　区

平成22年度　市・県民税の主な改正内容
①平成21年から平成25年末までに入居し、所得
税において住宅ローン控除の適用がある人に
ついて、所得税から控除しきれなかった住宅
ローン控除額（最高97,500円）を翌年度分の個
人住民税から控除します。市に対する申告は
不要です
※平成11年から平成18年末までに入居した人を
対象にした税源移譲に伴う住宅ローン特別控
除についても、平成22年度からは市に対する
申告が不要になります
②上場株式などの配当および譲渡益に対する軽
減税率（所得税７％、住民税３％）が３年間
延長（平成23年12月31日まで）されます

所得税・消費税・贈与税の申告
●期間　２月16日㈫～３月15日㈪
　　　　９時～16時　※土・日曜日は除く
●場所　都城圏域地場産業振興センター
●問い合わせ　都城税務署　☎22−4377（自動音声）
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早
目
の
予
防
接
種
を
！

　

医
療
従
事
者
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る

人
、
妊
婦
、
１
歳
か
ら
中
学
３
年
生
、

高
校
３
年
生
お
よ
び
１
歳
未
満
児
の
保

護
者
な
ど
に
つ
い
て
は
昨
年
か
ら
、
高

校
１
・
２
年
生
に
つ
い
て
は
今
月
９
日

か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

対
象
者
は
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
つ
い

て
は
、
県
が
今
月
中
に
発
表
す
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
い
て
く
だ
さ
い
。

※
64
歳
ま
で
の
健
康
な
人
へ
の
接
種
日

　

程
に
つ
い
て
は
、
今
後
お
知
ら
せ
し

　

ま
す

予
防
接
種
回
数
が
変
わ
り
ま
し
た

　

昨
年
12
月
に
、
す
べ
て
の
人
の
予
防

接
種
回
数
が
決
定
し
ま
し
た
。
必
ず
２

回
受
け
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
13
歳
未

満
の
子
ど
も
の
み
で
、
そ
れ
以
外
の
人

は
、
１
回
と
な
り
ま
し
た
。

世
界
中
を
騒
が
せ
、
現
在
も
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
寒
さ
が
厳
し
さ
を
増
し
、

空
気
が
乾
燥
す
る
こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
も
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
人
一
人
が
し
っ
か
り
と
予
防
を
心
掛
け
、
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
せ　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

感
染
者
数
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に

予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
と
免
除

　

予
防
接
種
費
用
は
、
１
回
目
が

３
、６
０
０
円
、
２
回
目
は
２
、５
５
０

円
で
す
が
、
２
回
目
の
接
種
を
１
回
目

と
は
違
う
医
療
機
関
で
受
け
る
場
合
は

３
、６
０
０
円
で
す
。

●
課
税
世
帯
の
中
学
３
年
生
ま
で
の
人

　

医
療
機
関
の
窓
口
に
置
い
て
あ
る

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
の
代
理
受
領
等
に
係
る
委
任
状
」
に

記
入
し
提
出
す
る
と
、
１
回
目
の
接
種

に
限
り
１
、０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

※
印
か
ん
が
必
要

●
非
課
税
世
帯
お
よ
び

生
活
保
護
世
帯
の
人

　

非
課
税
世
帯
お
よ
び
生
活
保
護
世
帯

で
、
予
防
接
種
対
象
者
は
、
接
種
料
を

全
額
免
除
し
ま
す
。
た
だ
し
、
非
課
税

世
帯
の
妊
婦
お
よ
び
基
礎
疾
患
を
有
す

る
人
は
、
健
康
課
な
ど
の
窓
口
で
、
生

活
保
護
世
帯
の
人
は
、
保
護
課
の
窓
口

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

感
染
を
防
止
す
る
た
め
に

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
通
常
の

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
で
、

感
染
し
て
も
ほ
と
ん
ど
の
人
は
比
較
的

軽
症
の
ま
ま
数
日
で
回
復
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
糖
尿
病
な
ど
の
持
病
が
あ
る

人
や
妊
婦
、
乳
児
、
高
齢
者
が
感
染
す

る
と
重
症
化
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

感
染
予
防
対
策
は
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
じ
で
す
。
う
が
い
や
手
洗

い
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
を
確
実
に
実

践
し
、
感
染
が
拡
大
し
な
い
よ
う
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
は
、
症
状
が
重
症
化
す
る
の

を
防
ぐ
の
に
効
果
的
で
す
。
医
療
機
関

に
予
約
を
し
、
早
め
に
接
種
を
受
け
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
た
だ
し
、
接

種
を
受
け
た
か
ら
と
い
っ
て
、
１
０
０

㌫
感
染
を
防
げ
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
接
種
後
も
毎
日
の
手
洗
い
や
う
が

い
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
す
。
ま
た
、
発
熱
や
せ
き
な
ど
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
が
出
た
場
合

は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
受
診
す
る
際
は
、
事
前
に
電

話
で
指
示
を
受
け
、
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

一
人
一
人
の
努
力
で
、
感
染
拡
大
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

120

100

80

60

40

20

0
11/2〜 11/9〜  11/16〜 11/23〜 11/30〜 12/7〜

※数値が10を超えると注意報レベル、
　30を超えると警報レベルです

17.3

39.1

65

106.5

68
76.7

感
染
拡
大
を
防
ぐ
に
は
、

一
人
一
人
の
心
掛
け
が
大
切
で
す

都
城
保
健
所
健
康
づ
く
り
課

　

野
口　

真
智
子
さ
ん

インフルエンザ患者数の推移

※数値はインフルエンザ定
　点医療機関（都城保健所
　管内10医療機関）の1週
　間当たりの患者数

（人）
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都
城
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
開
催
日
時　

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日

の
10
時
～
15
時
、
土
曜
日
の
10
時
～

12
時

※
水
曜
日
の
10
時
～
11
時
30
分
は
、

ぽ
っ
ぽ
保
育
園
で
開
催
。
ま
た
、
祝

日
は
開
催
し
ま
せ
ん

●
イ
ベ
ン
ト　

親
子
料
理
教
室
、
子
育

て
広
場
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

●
場
所　

天
神
町
19

−

18

●
問
い
合
わ
せ　

☎
22

−
１
６
５
９

山
之
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
開
催
日
時　

毎
週
月
～
金
曜
日
の
９

時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

●
な
か
よ
し
広
場　

毎
週
月
・
木
曜
日

の
９
時
30
分
～
11
時
30
分

※
祝
日
は
開
催
し
ま
せ
ん

●
イ
ベ
ン
ト　

誕
生
会
、
育
児
講
座
、

す
く
す
く
教
室
な
ど

●
場
所　

山
之
口
町
富
吉
６
２
９
４

−

１
●
問
い
合
わ
せ　

☎
57

−

３
２
９
８

山
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
開
催
日
時　

毎
週
月
・
水
・
木
曜
日

の
10
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

※
祝
日
は
開
催
し
ま
せ
ん

●
イ
ベ
ン
ト　

体
験
学
習
、
製
作
活

動
、
給
食
体
験
な
ど

●
場
所　

山
田
町
山
田
４
２
９
７

−

１

●
問
い
合
わ
せ　

☎
64

−

３
１
７
１

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
す
く
す
く
」

（
高
城
町
）

●
開
催
日
時　

10
時
～
12
時
（
月
に
１

～
２
回
の
開
催
で
、
曜
日
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
）

●
イ
ベ
ン
ト　

季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン

ト
、
高
校
生
と
の
交
流
会

●
場
所　

高
城
町
大
井
手
７
４
８

−

２

（
高
城
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

●
問
い
合
わ
せ　

☎
58

−

６
８
０
０

た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば
（
高
崎
町
）

●
開
催
日
時　

毎
週
火
曜
日
の
10
時
～

12
時

※
祝
日
は
開
催
し
ま
せ
ん

●
イ
ベ
ン
ト　

遠
足
、
料
理
教
室
な
ど

●
場
所　

高
崎
町
大
牟
田
１
１
５
１

−

３
（
鳴
峰
保
育
園
と
な
り
）

●
問
い
合
わ
せ　

☎
62

−

２
１
２
７

核家族化が進み、孤立しがちな子育て中の人たち。そんな子育
て中の人たちにとって、ほかの親子と交流したり育児について
相談したりすることは、子どもを健やかに育てていく上でプラ
スになります。今回は、居住地に関係なく気軽に利用できる市
内の子育て支援施設を紹介します。

●問い合わせ　保育課　☎ 23 −４８９４

子育て中の皆さん、気軽に
遊びに出掛けてみませんか？

山田子育て支援センター

≪地区社会福祉協議会主催の子育て支援施設≫

施設名 実施場所 開催日および連絡先

茶ってぃサロン 祝吉地区
公民館

毎月第３火曜日の 10 時～ 12 時
※開催日が祝日の場合は、翌日に開催
祝吉地区公民館　☎ 23 − 2890

子育てハッピー
サロン沖水

県営都北
住宅団地
集会場

毎月第４水曜日の 10 時～ 12 時
※開催日が祝日の場合は、開催なし
沖水地区社会福祉協議会（小松）
☎ 080 − 1737 − 3393

子育てサロン
いそいち

ピヨピヨひろば

五十市地区
公民館
ほか

毎月第３土曜日の 10 時～ 12 時
※開催日が祝日の場合でも開催
五十市地区社会福祉協議会（池亀）
☎ 090 − 6298 − 2476

飯塚　きよ子さん　　福岡　優子さん

　子育て支援施設には、子育て中のお
母さんたちがたくさん来ますので、身
近な話題などを気楽に話すことがで
き、楽しい時間を過ごせます。お互い
に、子育てに関する悩みを話すうちに、
子育てに関するヒントを得ることも多
いようです。また、子どもにとっても、
同年代の子どもたちと一緒に思いっき
り遊べるので、とても楽しそうです。
利用料は、原則として無料で、どこに
住んでいても利用できるので、家に閉
じこもりがちな子育て中の人には、気
軽に利用して欲しいです。

皆さんの子育て、応援します

� Miyakonojo City Public Relations 2010.1



戦略的振興拠点地域

学研生活共生拠点

庄内

西岳

高城

沖水

高崎

志和池

山之口
山田

祝吉小松原

横市

姫城
五十市

中郷

妻ヶ丘

都城隼人線

飯
野
松
山
都
城
線

都城東環状線

三股高城線
三股高城線

中
方
限
庄
内
線

財
部
庄
内
安
久
線

国道
２６９
号

国道１０
号

都
城
志
布
志
道
路

都
城
志
布
志
道
路

都城北郷線

宮崎自動車道

都
城
野
尻
線

都
城
野
尻
線

都城ＩＣ

外
環
状
軸

中
環
状
軸

内
環
状
軸

霧
島
南
部
地
区
広
域
農
道

霧
島
南
部
地
区
広
域
農
道

国
道
２
２
１
号

国
道
２
２
２
号

国道２６９号

国道１
０号

大
淀
川

沖水川

都
城
霧
島
公
園
線

御
池
都
城
線

都城駅都城駅

五十市駅

日
向
庄
内
駅

谷
頭
駅

万
ヶ
塚
駅

万
ヶ
塚
駅

東
高
崎
駅

高
崎
新
田
駅

高
崎
新
田
駅

西
都
城
駅

西
都
城
駅

まちなかまちなか

青井岳駅

山
之
口
駅

山
之
口
駅

高城山田線

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ

つ
つ
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
都

市
計
画
（
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
）
の

基
本
的
な
方
針
を
定
め
た
も
の
が
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
す
。
今

回
策
定
し
た
「
都
城
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
は
、
本
市
の
将

来
像
や
土
地
利
用
、
都
市
施
設
な
ど

の
整
備
方
針
の
ほ
か
、
長
期
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
方
針
を
新
し
く
定
め
ま

し
た
。　

●
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

☎
23

−

２
７
６
２

ま
ち
の
将
来
像

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
に
よ
る

地
域
活
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
な

ど
本
市
の
抱
え
る
課
題
は
、
山
積
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
し
、
長
年
住

む
こ
と
が
で
き
、
人
が
集
い
、
活
力
の

あ
る
都
市
と
な
る
よ
う
に
、
ま
ち
の

将
来
像
を
「
と
し
ゅ
と
ら
ん
都ま

ち市
～

豊
か
な
霧み
や
こ
ん
じ
ょ

の
都
に
集
ま
る
未
来
」
と

し
ま
し
た
。「
と
し
ゅ
と
ら
ん
」
と
は
、

都
城
方
言
で
「
人
の
暮
ら
し
や
自
然
、

産
業
が
調
和
し
て
、
持
続
的
な
発
展

を
促
し
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
」

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
将
来
像
に
向
け
て
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

多
極
分
散
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
都
市
空
間

　

市
域
の
面
積
の
約
４
分
の
３
が
森
林

や
農
地
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
本
市
で

は
、
ま
ち
と
緑
が
共
存
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。そ
こ
で
、本
計
画
で
は
、住
む
、

働
く
な
ど
人
や
物
が
活
動
す
る
エ
リ
ア

「
人
間
活
動
ゾ
ー
ン
」
と
、
食
料
や
木

材
の
生
産
な
ど
の
機
能
を
持
つ
エ
リ
ア

「
み
ど
り
の
ゾ
ー
ン
」
の
２
つ
の
エ
リ

ア
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。
今
後
は
、
人
口
や
都
市
機

能
を
一
極
化
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
資
源
を
生
か
し
た
都

市
空
間
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

３
本
柱
を
も
と
に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　

ま
ち
の
将
来
像
を
描
く
た
め
の
基
本

理
念
を
「
ま
ち
の
形
」「
ま
ち
の
活
動
」

「
ま
ち
づ
く
り
の
知
恵
と
作
法
」
の
３

つ
の
柱
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
理
念
を
も
と
に
、
ま
ち
の
活
動
に

対
す
る
「
テ
ー
マ
別
方
針
」、
生
活
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
に
対
す
る
「
分
野

別
方
針
」、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

「
地
域
別
方
針
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

計
画
の
実
現
に
向
け
て

　

本
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
、
今
後
は
、
ま
ち
の
景
観
や

土
地
利
用
、
都
市
計
画
道
路
な
ど
の
計

画
策
定
や
見
直
し
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

みどりのゾーン
■食料生産ゾーン
安定した食料供給と生
物の生息環境の持続性
を保つゾーン

自然と共生した居住とそ
れを支える日常的なサー
ビスが確保された緑あふ
れる快適なゾーン

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

■森林ゾーン
次世代にきれいな水と
空気を残し地球と命の
持続性を保つゾーン

人間活動ゾーン

働く、買う、住む、つく
る、移動するなど、人の
営みを重視したゾーン
■自然共生型人間活動
　ゾーン

都城メインゲート・
ライン
国道 10 号の都城 IC か
ら都城市街地の南端部
までの区間に至る道路
は、多くの人々が利用す
る本市のメイン軸です

産業リーディング軸
交通の利便性を生かし
都城圏の産業をけん引
する軸

広域沿道サービス軸
都城圏の豊かな暮らし
を支える軸

広域都市機能
リーディング軸
商業、医療・福祉、教育、
歴史・文化、行政サー
ビスなど、市域でもっ
とも高度で多彩な機能
を持つ軸

■都市型人間活動
　ゾーン

用途地域

2つ の特色エリア

3つ の軸まちをつくる

102010.1



期
日
前
投
票
は

１
月
18
日
㈪
か
ら
23
日
㈯
の
間
に

　

投
票
当
日
に
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
の
用
務
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
人

は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

（
土
曜
日
を
含
む
）

●
期
日
前
投
票
所

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
各
総
合

支
所
（
山
田
地
域
は
山
田
総
合
セ
ン

タ
ー
）、各
地
区
公
民
館
（
沖
水
、庄
内
、

志
和
池
、
中
郷
、
西
岳
）

選
挙
公
報

　

今
回
の
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
か

ら
、
候
補
者
の
政
治
信
条
・
政
策
な
ど

の
情
報
を
掲
載
し
た
「
選
挙
公
報
」
を

発
行
し
ま
す
。
１
月
20
日
㈬
に
新
聞
折

り
込
み
で
配
布
を
す
る
ほ
か
、
公
共
施

設
や
商
業
施
設
な
ど
に
設
置
す
る
予
定

で
す
。

サ
イ
レ
ン
に
よ
る
周
知

　

投
票
日
で
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
た

め
、
投
票
日
の
午
前
７
時
、
正
午
、
午

後
５
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
都
城
市
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
が
平
成
21
年
12
月
６

日
に
実
施
さ
れ
、
委
員
40
人
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
団
体
推
薦
委

員
と
し
て
３
人
、
議
会
推
薦
委
員
と

し
て
４
人
が
選
任
さ
れ
47
人
の
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成

22
年
１
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務

局　

☎
23

−

７
８
６
８

農
業
委
員
会
委
員
の
顔
ぶ
れ

選
挙
区

氏　
　

名

中

央

坂　

元　

健
治
郎

川　

野　

畩け
さ　

美み

五

十

市

今　

山　

実さ
ね　

行ゆ
き

椎　

屋　

孝　

一

山　

口　

義　

光

沖

水

祝

吉

轟　

木　

保や
す　

紘ひ
ろ

中
之
丸　

新　

郎

今　

村　

勇　

機

有　

川　

義　

弘

志

和

池

柿　

木　

正　

夫

水　

流　

幸　

一

穂
之
上　
　
　

満

松　

原　

和　

恵

庄

内

竹　

中　
　
　

馨
か
お
る

徳　

丸　

末　

義

吉　

永　

文　

貞

選
挙
区

氏　
　

名

西

岳

坂　

元　

和　

雄

坂　

上　

和　

秋

中

郷

水
久
保　
　
　

裕

高　

野　
　
　

嵩た
か
し

中　

竹　
　
　

勉

山

之

口

田　

中　

武　

彦

川　

内　

幸　

洋

川　

越　

畑　

夫

高

城

内　

山　
　
　

弘

豊　

広　

紘　

一

上　

村　

光　

行

田　

畑　

洋　

昭

井
ノ
上　

洋　

一

富　

永　

光　

春

山

田

戸　

越　

弘　

美

福　

永　

達　

美

藤　

森　

征　

男

西　

川　

正　

美

高

崎

志　

戸　

春　

雄

岡　

田　

保　

夫

竹　

元　

忠　

生

柿　

木　
　
　

勝

田　

畑　

秋　

男

小　

野　

籍ふ
み　

雄お

Ｊ
Ａ
推
薦

相　

葉　

雄　

三

共
済
推
薦

鬼　

束　

和　

正

土
地
改
良
推
薦

松　

田　

時　

夫

議
会
推
薦

坂　

元　

恭　

子

野　

崎　

ト
ミ
エ

松　

元　

厚　

子

末　

廣　

と
み
子

47
人
の
都
城
市
農
業
委
員
会

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

都城市長選挙
都城市議会議員選挙

１月24日㈰は

（
敬
称
略
）

の投票日です
今後４年間の代表者を選ぶ最も身近な選挙です。棄権することなくそろって投票しましょう。
●問い合わせ　選挙管理委員会事務局　☎ 23 −７８６４

「
投
票
所
入
場
整
理
券
」
記
事
の
訂
正

　

１
月
６
日
以
降
に
市
内
転
居
し
た

人
は
、
旧
投
票
区
で
の
投
票
と
な
り

ま
す
。
12
月
号
広
報
都
城
で
「
１
月

５
日
以
降
」
と
記
載
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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緑
の
魅
力
で
広
が
る
趣
味
の
世
界

市
民
講
座
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
で
11

月
14
日
、
市
民
講
座
「
エ
バ
ー
グ
リ
ー

ン
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３
年
目
の
今
回
は
、
45
人
の
受
講
者
が

綾
町
に
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
と
い
う

女
の
子
の
誕
生
を
祝
う
た
め
の
「
ひ
な

山
」
づ
く
り
に
挑
戦
。
受
講
者
た
ち
は

コ
ケ
や
木
切
れ
な
ど
で
山
や
川
を
表
現

し
よ
う
と
、
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
箱

庭
の
制
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
初
め

て
参
加
し
た
入
佐
紀
夫
さ
ん
（
祝
吉
町
）

は
「
植
物
を
育
て
る
趣
味
は
な
か
っ
た

が
、
今
日
教
わ
っ
た
こ
と
を
参
考
に
し

て
、
家
で
小
さ
な
盆
栽
づ
く
り
か
ら
始

め
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

楽
し
ん
で
！　

家
族
一
緒
に
エ
コ
生
活

都
城
市
環
境
ま
つ
り

　

暮
ら
し
の
中
で
環
境
問
題
や
ご
み

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
都
城
市
環
境
ま
つ
り
が
11
月

21
日
、
下
水
流
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
回
目
の
今

年
は
、
県
内
外
か
ら
約
５
、０
０
０
人

が
来
場
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
展
示
会

や
電
気
自
動
車
の
試
乗
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
家
具
な
ど

の
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
抽
選
販
売
も
行
わ

れ
、
来
場
者
は
家
庭
で
で
き
る
エ
コ
活

動
を
体
験
し
ま
し
た
。
竹
之
下
梨り

杏あ
ん

さ

ん
（
梅
北
小
３
年
）
は
「
環
境
に
優
し

い
生
活
を
こ
れ
か
ら
も
し
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

目
指
せ　

茶（
チ
ャ
）ン
ピ
オ
ン
！

Ｔ

−

１
グ
ラ
ン
プ
リ

　

お
茶
の
知
識
や
入
れ
方
を
競
う
Ｔ

−

１
グ
ラ
ン
プ
リ
が
11
月
23
日
、
南
九
州

大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
ま
し

た
。
小
学
生
30
人
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

目
指
し
、
お
茶
の
○
×
ク
イ
ズ
や
種
類

当
て
競
技
に
挑
戦
。
急
須
を
使
っ
た
お

茶
の
入
れ
方
競
技
で
は
、
茶
葉
の
計
量

や
立
ち
振
る
舞
い
な
ど
に
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昔
な
が
ら

の
手
も
み
茶
の
実
演
な
ど
も
行
わ
れ
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
お
茶
尽
く
し
の
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。
お
茶
が
大
好

き
な
徳
永
万ま
り
ん琳
さ
ん
（
山
之
口
小
５
年
）

は
「
お
茶
で
頭
が
よ
く
な
る
と
い
い
な
」

と
効
能
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
な
か
を
彩
る
恒
例
の
行
事

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
の
９
万
球

の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

11
月
28
日
か
ら
12
月
25
日
ま
で
、
点
灯

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
「
永
遠
に
」
を

テ
ー
マ
に
、
教
会
の
外
観
を
模
し
た
電

飾
と
手
作
り
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
幻
想

的
な
雰
囲
気
を
演
出
。
初
日
に
行
わ
れ

た
点
灯
式
で
は
、
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
、
夜
の
中
心
街
を
行
き
交
う
人
た
ち

の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
村
中
遥
さ

ん
（
三
股
西
小
４
年
）
は
「
毎
回
違
っ

た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
、
こ
の

季
節
が
来
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
満

足
げ
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
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都城市ホームページの「まちの話題Web版」もご覧ください

外
は
寒
空　

車
中
は
あ
っ
た
か

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
in
か
か
し
村

　

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
in
か
か
し

村
が
12
月
５
日
、
山
田
第
２
運
動
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。
周
り
を
気
に
せ
ず
に

車
中
か
ら
映
画
鑑
賞
が
で
き
る
と
あ
っ

て
、
家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
に
人
気
の

こ
の
企
画
。
７
回
目
と
な
る
今
年
は
、

２
５
０
台
、
約
８
０
０
人
が
あ
っ
た

か
な
車
中
か
ら
、
人
気
邦
画
「
バ
ラ
ッ

ド
」「
ア
マ
ル
フ
ィ
」
の
２
作
品
を
迫

力
あ
る
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
楽
し
み
ま
し

た
。
家
族
５
人
で
鑑
賞
し
た
平
山
美
里

さ
ん
（
山
田
中
１
年
）
は
「
家
族
で
毎

年
、
来
て
い
ま
す
。
車
の
中
か
ら
ゆ
っ

く
り
映
画
を
楽
し
み
ま
し
た
」
と
満
足

そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表

生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
「
山
之
口
」

　

生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
「
山

之
口
」
が
12
月
13
日
、
山
之
口
勤
労
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
そ
の
周
辺
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
生
涯
学
習
の
発
表
の
場
と
し
て

始
ま
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
今
年
で

14
回
目
。
今
回
も
詩
吟
な
ど
の
自
主
教

室
の
成
果
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
野

だ
て
な
ど
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、

終
日
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

麓
小
学
校
人
形
サ
ー
ク
ル
で
人
形
浄
瑠

璃
を
発
表
し
た
原
口
大
勢
く
ん
（
麓
小

６
年
）
は
「
初
め
て
人
前
で
人
形
を
操

り
ま
し
た
。
緊
張
し
た
け
ど
、
う
ま
く

で
き
ま
し
た
」
と
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
が
出
せ
た
こ
と
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

地
元
産
の
新
そ
ば
の
味
と
香
り
を
堪
能

庄
内
新
そ
ば
ま
つ
り

　

古
く
か
ら
の
そ
ば
の
産
地
庄
内
地
区

で
12
月
13
日
、
庄
内
新
そ
ば
ま
つ
り
が

開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
の
関
之
尾
緑
の

村
で
は
80
人
が
そ
ば
打
ち
を
体
験
。
収

穫
し
た
ば
か
り
の
そ
ば
粉
を
使
っ
て
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
そ
ば
粉
を
こ
ね
た

り
、
棒
で
薄
く
伸
ば
し
た
り
し
て
そ
ば

打
ち
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
田
舎

そ
ば
や
か
け
そ
ば
の
販
売
も
行
わ
れ
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
旬
の
味
覚
を
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
初
め
て
そ
ば
打
ち
体
験

に
参
加
し
た
久
永
聰さ
と
こ子
さ
ん（
梅
北
町
）

は
「
転
作
で
作
っ
た
そ
ば
粉
で
年
越
し

そ
ば
を
打
つ
の
が
楽
し
み
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

福
祉
の
世
界
を
も
っ
と
身
近
に

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
・
げ
ん
き
げ
ん
き
芸
術
祭

　

障
害
福
祉
に
つ
い
て
広
く
市
民
に
考

え
て
も
ら
お
う
と
「
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど

い
・
げ
ん
き
げ
ん
き
芸
術
祭
」
が
12
月

20
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
を
訪
れ
た
人
た

ち
は
、
障
が
い
者
が
制
作
し
た
絵
画
や

書
道
な
ど
２
３
０
点
の
芸
術
作
品
を
鑑

賞
し
た
り
、
点
訳
や
音
訳
な
ど
の
体
験

を
し
た
り
し
て
、
福
祉
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
ま
し
た
。
友
達
と
一
緒
に
点
字

の
名
刺
づ
く
り
を
体
験
し
た
田
之
上
彩

美
さ
ん
（
梅
北
小
４
年
）
は
「
今
日
の

体
験
で
、
福
祉
の
世
界
に
興
味
が
わ
い

て
き
た
。
も
っ
と
、
福
祉
に
つ
い
て
学

ん
で
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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文
部
科
学
省
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
を
受
け
た

二に
の
み
や宮　

茎け
い

子こ

さ
ん

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て

元
気
と
笑
顔
を
届
け
た
い

字
通
り
、
遊
ぶ
こ
と
で
元
気
を
回
復

さ
せ
て
く
れ
る
も
の
」
と
話
す
二
宮

さ
ん
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
の
出

会
い
は
、
30
年
前
。
結
婚
し
た
ば
か

り
の
頃
、
当
時
、
引
っ
込
み
思
案
の

性
格
を
何
と
か
し
よ
う
と
考
え
、
講

習
会
に
誘
わ
れ
気
軽
に
参
加
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

始
め
て
み
る
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
心
身
が
健
康
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
仲
間
づ
く
り
に
も
つ
な

が
る
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
、
次
第

に
の
め
り
込
ん
で
い
き
、
日
本
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
公
認
指
導
者

資
格
ま
で
取
得
し
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
か
ら
は
県
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
事
務
局
長
に
就
任
し
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
を
伝

え
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
育
成
に

も
力
を
注
ぐ
二
宮
さ
ん
。

　

昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
ス
ポ

レ
ク
み
や
ざ
き
２
０
０
９
で
は
、

１
３
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
の
養
成
や
、
木
花
運
動
公
園
で
開

催
さ
れ
１
万
人
の
参
加
者
が
楽
し
ん

だ
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
広
場
の
裏

方
を
務
め
る
な
ど
、
大
会
成
功
を
支

え
ま
し
た
。

「
主
催
す
る
側
も
、
ま
ず
自
分
が
楽

し
む
こ
と
が
大
事
。
自
分
が
楽
し
め

な
い
と
、
そ
の
楽
し
さ
が
伝
わ
ら
な

い
し
、
伝
え
ら
れ
な
い
」
と
話
す
二

宮
さ
ん
。

　
「
元
気
と
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
今
後
は
「
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
学
校
へ
広
げ
、

お
互
い
に
感
謝
し
、
思
い
や
り
、
尊

重
し
、
他
人
を
認
め
る
心
を
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
が
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
貢
献
し
た
個
人
な

ど
に
贈
る
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労

者
」
に
、
二
宮
茎
子
さ
ん
（
山
田
町

中
霧
島
、
57
歳
）
が
本
年
度
選
ば
れ

ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
「
私
が
も
ら
っ

て
い
い
も
の
か
と
少
し
と
ま
ど
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
を
機
に
も
っ
と
き
め

細
か
に
一
人
一
人
に
対
し
て
接
し
て

い
き
た
い
」
と
気
持
ち
を
引
き
締
め

て
い
ま
し
た
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
Ｒ
ｅ（
再

び
）
ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
（
つ
く
る
）
の
文

1�2010.1



縄
瀬
小
学
校

高
崎
町
縄
瀬
１
４
１
１　

☎
62

−

３
７
７
１

「
み
ん
な
元
気　

縄
瀬
っ
子
」

６
年　

谷
本　

望
さ
ん　

倉
山　

裕
昭
（
く
ら
や
ま　

ひ
ろ
あ
き
）

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

都
城
で
生
ま
れ
育
ち
、
美
術
家
を

目
指
し
て
上
京
。
現
在
は
、
大
学
の

講
師
を
し
な
が
ら
美
術
作
品
の
制
作

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
ず
っ
と
個
人
で
美
術

作
品
を
制
作
し
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
は
違
う
こ
と
も
し
て
み
た
く
な

り
、
今
年
開
催
さ
れ
た
芸
術
祭
神
戸

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
三
宮
・
元
町
商
店

街
を
舞
台
と
し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
て
「
商
店
街
」
を
対

象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し

た
。
65
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
絵
画

公
募
展
「
シ
ル
バ
ー
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
」、
声
と
手
拍
子
の
み
の
演
奏
で

商
店
街
を
行
進
す
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
「
オ
ケ
ペ
ラ
」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。
商
店
街
の
人
た

ち
に
は
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
、
管
理
な

ど
多
方
面
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
何

か
、
と
い
う
こ
と
が
美
術
界
で
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
企
画
も

そ
れ
を
実
践
し
て
考
え
て
み
た
い
と

い
う
動
機
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
終

わ
っ
て
み
て
感
じ
た
の
は
、
学
生
た

ち
を
含
め
協
力
し
て
く
れ
た
人
た
ち

が
、
忙
し
い
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
そ

の
合
間
を
縫
っ
て
楽
し
ん
で
参
加
し

て
く
れ
た
、と
い
う
こ
と
で
す
。「
日

常
プ
ラ
ス
α
」
を
社
会
に
提
示
す
る

こ
と
が
美
術
の
一
つ
の
存
在
価
値
だ

と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は

普
段
の
生
活
以
外
の
違
っ
た
時
間
を

過
ご
す
こ
と
で
新
し
い
経
験
を
得
る

機
会
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

昭
和
46
年
生
ま
れ
。
美
術
家
。
映
像
や
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
制
作
。
都
城
市
立
美
術

館
な
ど
の
企
画
展
に
参
加
。
現
在
京
都
嵯
峨
芸

術
大
学
に
て
講
師
を
務
め
る
。

【
商
店
街
で
の

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

倉
山　

裕
昭
さ
ん

　

縄
瀬
小
学
校
は
、
自
然
豊
か
な
緑

あ
ふ
れ
る
学
校
で
す
。
創
立
１
０
０

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
春
夏
秋
冬

そ
れ
ぞ
れ
の
美
し
い
風
景
が
見
ら
れ

ま
す
。
全
校
児
童
は
58
人
で
、
昼
休

み
は
学
年
を
問
わ
ず
誰
と
で
も
み
ん

な
仲
良
く
遊
び
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

縄
瀬
小
学
校
に
は
、
全
校
で
取
り

組
む
行
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

田
植
え
、
稲
刈
り
、
収
穫
祭
、
夏
休

み
の
体
験
活
動
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら

の
行
事
や
活
動
に
は
、
み
ん
な
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

６
年
生
に
な
る
と
、
朝
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
す
。
こ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
４
年
生
や
５

年
生
に
も
広
が
っ
て
き
て
い
て
、
学

校
の
伝
統
に
も
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
縄
瀬
小
学
校
に
は
、
県
内

で
も
数
少
な
い
交
通
少
年
団
が
あ
り

ま
す
。
今
年
は
、
宮
崎
県
交
通
安
全

子
供
自
転
車
大
会
で
優
勝
し
、
全
国

大
会
へ
も
出
場
し
ま
し
た
。
全
国
大

会
に
は
、
過
去
に
も
出
場
経
験
が
あ

り
、
こ
の
こ
と
は
学
校
の
自
慢
で
も

あ
り
、
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
学
校
目
標
の
「
考
え

る
子
・
優
し
い
子
・
た
く
ま
し
い
子
」

を
目
指
し
て
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
縄
瀬
小
の
す
ば
ら
し

い
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
人
に
自
慢
で

き
る
よ
う
な
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
増
や

し
て
い
き
た
い
で
す
。

都
城
讃
歌

◎学校のシンボル
「いこいの森」
学校の敷地内にある小さな森
で、季節が変わるごとにさま
ざまな表情を見せてくれる、
みんなに人気の場所です。
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平
成
22
年
度

市
役
所
臨
時
職
員

　

採
用
は
主
に
４
月
か
ら
で
す
が
、
必
要

な
時
期
に
雇
用
の
依
頼
を
行
い
ま
す
。

【
道
路
維
持
管
理
業
務
】

●
対
象　

タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
運
転
を
す
る

こ
と
が
可
能
な
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
14
万
円

●
定
員　

１
人

●
勤
務　

８
時
30
分
～
17
時
（
月
～
金
曜

日
の
週
37
時
間
30
分
）

●
勤
務
地　

高
崎
総
合
支
所
建
設
課

【
老
人
ホ
ー
ム
調
理
師
】

●
対
象　

調
理
師
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
14
万
６
、３
０
０
円
程
度

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務　

６
時
30
分
～
18
時
の
う
ち
１
日

７
時
間
30
分
（
週
37
時
間
30
分
）

※
交
代
に
よ
る
早
出
、
遅
出
、
週
休
２
日
、

　

シ
フ
ト
勤
務
に
よ
り
土
・
日
曜
日
出
勤

　

あ
り

●
勤
務
地　

高
城
養
護
老
人
ホ
ー
ム

【
老
人
ホ
ー
ム
介
護
業
務
】

●
対
象　

介
護
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資

格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
14
万
６
、３
０
０
円

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務　

７
時
30
分
～
18
時
の
う
ち
１
日

７
時
間
30
分
（
週
37
時
間
30
分
）

●
勤
務
地　

高
城
養
護
老
人
ホ
ー
ム

※
交
代
に
よ
る
早
出
、
遅
出
、
週
休
２
日
、

　

シ
フ
ト
勤
務
に
よ
り
土
・
日
曜
日
出
勤

　

あ
り

【
保
育
士
】

●
対
象　

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

①
月
額
14
万
円
程
度　

　
　
　
　

②
日
額
７
、２
０
０
円

●
定
員　

①
、
②
と
も
に
若
干
名

●
勤
務　

①
７
時
30
分
～
18
時
の
う
ち
１

日
７
時
間
（
週
35
時
間
）

②
７
時
30
分
～
18
時
の
う
ち
１
日
７
時
間

45
分
（
週
38
時
間
45
分
）

※
交
代
に
よ
る
早
出
、
遅
出
、
土
曜
日
出

　

勤
あ
り

●
勤
務
地　

市
内
の
公
立
保
育
所

【
図
書
館
司
書
】

●
対
象　

図
書
司
書
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

①
月
額
10
万
円　

　
　
　
　

②
日
額
５
、８
８
０
円

●
定
員　

①
２
人　

②
１
人

●
勤
務　

①
９
時
～
19
時
の
う
ち
１
日
６

時
間
（
火
～
日
曜
日
の
う
ち
交
代
制
で
週

30
時
間
）

②
８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
火
～
土
曜
日

の
週
38
時
間
45
分
）

●
勤
務
地　

図
書
館
、
高
城
図
書
館

【
保
健
師
】

●
対
象　

保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

日
額　

７
、２
０
０
円

●
定
員　

１
人

●
勤
務　

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
月
～

金
曜
日
の
週
38
時
間
45
分
）

●
勤
務
地　

こ
ど
も
課

【
心
理
士
な
ど
】

●
対
象　

臨
床
発
達
心
理
士
、
臨
床
心
理

士
、
認
定
心
理
士
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
14
万
３
０
０
円

●
定
員　

１
人

●
勤
務　

９
時
～
16
時
（
月
～
金
曜
日
の

週
30
時
間
）

●
勤
務
地　

都
城
市
こ
ど
も
発
達
セ
ン

タ
ー
き
ら
き
ら
（
祝
吉
町
）

【
一
般
事
務
】

●
対
象　

パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー

ド
）
の
操
作
が
で
き
る
人

●
賃
金　

①
月
額
９
万
７
、５
０
０
円

（
一
般
事
務
）
～
10
万
円
（
学
校
事
務
）

②
日
額
５
、８
８
０
円
（
一
般
事
務
）

●
定
員　

①
、
②
と
も
に
若
干
名

●
勤
務　

①
９
時
～
16
時
（
月
～
金
曜
日

の
週
30
時
間
）

②
８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
月
～
金
曜
日

の
週
38
時
間
45
分
）

●
勤
務
地　

本
庁
、
各
総
合
支
所
お
よ
び

小
中
学
校

【
小
中
学
校
環
境
美
化
業
務
】

●
対
象　

健
康
で
体
力
に
自
信
の
あ
る
男

性
（
草
刈
り
、
樹
木
剪
定
な
ど
の
業
務
）

●
賃
金　

月
額
11
万
２
、４
０
０
円
程
度

●
定
員　

若
干
名
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●
勤
務　

８
時
30
分
～
17
時
（
月
～
金
曜

日
の
う
ち
４
日
間
で
週
30
時
間
）

●
勤
務
地　

教
育
総
務
課

【
放
課
後
子
ど
も
教
室
安
全
管
理
員
】

●
対
象　

小
学
校
・
幼
稚
園
教
諭
、
保
育

士
の
有
資
格
者
ま
た
は
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
、
児
童
館
勤
務
な
ど
の
経
験
者

●
賃
金　

月
額
８
万
４
、０
０
０
円

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務　

13
時
～
18
時
（
月
～
金
曜
日
の

週
25
時
間
）

●
勤
務
地　

吉
之
元
小
学
校

問　

１
月
29
日
㈮
ま
で
に
履
歴
書
お
よ

び
資
格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
を
職
員

課
（
☎
23

−

２
１
１
９
）
へ
持
参

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
本
を

譲
っ
て
く
だ
さ
い　

　

２
月
28
日
㈰
午
前
中
に
開
催
す
る
「
図

書
ふ
れ
あ
い
広
場
」
で
使
う
本
を
集
め
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
好
意
で
寄
贈
さ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
本
を
希
望
者
に
無
料
で
配
布

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

●
受
付
日
時　

毎
週
火
～
土
曜
日
の
９
時

30
分
～
17
時

●
ジ
ャ
ン
ル　

児
童
書
、
文
学
、
コ
ミ
ッ

ク
、
実
用
書
な
ど

※
な
お
、
汚
れ
や
落
書
き
の
あ
る
も
の
、

　

百
科
事
典
、
全
集
、
内
容
の
古
い
実
用

　

書
な
ど
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

問　

図
書
館　

☎
22

−

０
２
３
９

市
営
墓
地
の
利
用
者
募
集

●
墓
地
名　

東
墓
地
・
西
墓
地
・
北
墓
地
・

川
東
墓
地　

※
い
ず
れ
も
若
干
区
画

●
申
込
期
間　

２
月
２
日
㈫
～
10
日
㈬

※
使
用
区
画
は
申
込
人
数
に
か
か
わ
ら
ず
、

　

後
日
抽
選
会
を
行
い
決
定
し
ま
す

●
応
募
条
件

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

②
市
営
墓
地
を
使
用
し
て
い
な
い
人

③
使
用
許
可
後
３
年
以
内
に
墓
碑
な
ど
の

　

建
立
が
で
き
る
人

④
墓
地
使
用
料
（
区
画
面
積
に
応
じ
て
異

　

な
り
ま
す
）
を
一
括
納
入
で
き
る
人

⑤
一
世
帯
一
区
画
の
み

※
区
画
決
定
後
、
１
週
間
以
内
に
使
用
許

　

可
手
続
き
を
し
て
も
ら
い
ま
す

●
そ
の
他　

随
時
受
け
付
け
中
の
墓
地
も

あ
り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問　

環
境
政
策
課　

☎
23

−

２
１
３
０

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

直
接
環
境
政
策
課
で
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。
印
鑑
不
要　

市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者

【
一
万
城
ア
イ
リ
ス
】

●
内
容　

３
Ｄ
Ｋ　

71
平
方
㍍　

●
募
集
戸
数　

７
戸

●
そ
の
他　

申
込
資
格
お
よ
び
家
賃
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
申
込
期
間　

随
時
受
け
付
け
。
空
き
家

が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す

問　

建
築
課　

☎
23

−

３
１
０
５

市
営
住
宅
（
空
家
）
入
居
者

【
一
般
世
帯
】

【
３
Ｄ
Ｋ
】（
本
庁
）
菖
蒲
原
（
１
戸
）、

一
万
城
（
１
戸
）、一
万
城
東
部
（
１
戸
）、

都
北
（
１
戸
）、
志
和
池
（
１
戸
）、
豊
満

（
１
戸
）、（
山
之
口
）
飯
起
（
２
戸
）、
丸

岡
（
１
戸
）、（
高
城
）
第
２
軍
神
原
（
２

戸
）、石
山
（
３
戸
）、第
２
石
山
（
１
戸
）、

（
山
田
）
西
栫
第
２
（
２
戸
）、
谷
頭
駅
前

ふ
れ
あ
い（
１
戸
）、（
高
崎
）中
央（
３
戸
）

【
３
Ｋ
】（
本
庁
）
※
都
北
（
１
戸
）、（
山

之
口
）
※
花
木
第
４
（
１
戸
）、
冨
吉
（
２

戸
）、（
高
崎
）上
新
田（
２
戸
）、※
前
田（
１

戸
）

【
２
Ｋ
】（
山
之
口
）
※
花
木
第
４
（
１
戸
）、

（
高
城
）
※
春
日
（
１
戸
）、
※
第
３
鳥
井

前
（
２
戸
）

※
印
は
単
身
入
居
可
能
で
す

【
老
人
世
帯
（
60
歳
以
上
単
身
可
）】

【
２
Ｄ
Ｋ
】（
本
庁
）
一
万
城
（
２
戸
）、

菖
蒲
原
（
１
戸
）

●
申
込
期
間　

２
月
１
日
㈪
～
５
日
㈮

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
そ
の
他　
（
本
庁
）
宮
丸
西
、
西
之
前
、

一
万
城
、（
山
之
口
）
丸
岡
、富
吉
、（
高
城
）

第
二
軍
神
原
、
石
山
、
田
尾
上
、（
山
田
）

西
栫
第
２
、
谷
頭
五
班
第
２
、
駅
前
ふ
れ

あ
い
、（
高
崎
）
椎
屋
、
中
央
、
上
新
田

に
つ
い
て
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

問　

建
築
課　

☎
23

−

３
１
０
５

	
各
総
合
支
所
建
設
課
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施
設
見
学
会
（
史
跡
巡
り
編
）

●
日
時　

２
月
18
日
㈭　

９
時
20
分
出
発

16
時
帰
着
予
定	

●
集
合
時
間　

９
時
15
分
、
市
営
球
場
駐

車
場
（
妻
ケ
丘
町
）　

●
費
用　

１
０
０
円（
一
日
傷
害
保
険
料
）

●
行
程　

発
掘
遺
物
展
示
・
整
理
作
業
見

学
（
菖
蒲
原
町
）
➡
祝
吉
御
所
跡
・
稲
荷

神
社
（
郡
元
町
）
➡
石
山
観
音
池
水
神
碑

（
高
城
町
）
➡
塚
原
古
墳
群
（
高
崎
町
）

➡
東
霧
島
神
社（
高
崎
町
）➡
薩
摩
迫（
山

田
町
）
➡
安
永
城
跡
・
南
州
神
社
（
庄
内

町
）
➡
ト
ー
チ
カ
跡
（
横
市
町
）

●
募
集
定
員　

38
人	

（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

当
選
者
に
は
、
２
月
10
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
連
絡
し
ま
す

●
申
込
締
め
切
り　

２
月
４
日
㈭
必
着

●
応
募
方
法　

は
が
き
に
参
加
希
望
者
の
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
秘
書
広
報
課
広
聴
担
当
（
〒
885

−

８
５
５
５
）
あ
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
１
枚
の
は
が
き
で
２
人
ま
で
応
募
で

き
ま
す
。（
代
表
者
に
は
、
◎
印
を
お
願

い
し
ま
す
）

●
そ
の
他　

昼
食
と
飲
み
物
は
各
自
持
参

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23

−

３
１
７
４

第
　
回
南
九
州
駅
伝
競
走
大
会

●
日
時　

２
月
７
日
㈰　

10
時
～

※
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。
協
力
を
お

　

願
い
し
ま
す

●
通
過
予
定
時
間　

え
び
の
市
真
幸
地
区

体
育
館
前
（
10
時
ス
タ
ー
ト
）
➡
都
城
市

ロ
ー
ソ
ン
高
崎
大
牟
田
店
前（
12
時
４
分
）

➡
志
和
池
小
学
校
前
（
12
時
34
分
）
➡
都

城
市
役
所
玄
関
前
（
13
時
６
分
ゴ
ー
ル
）

※
（	　

）
は
通
過
予
定
時
刻

問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

　
　

☎
23

−

９
５
４
６

都
城
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン

【
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
部
】

●
期
日　

３
月
27
日
㈯

●
場
所　

高
城
運
動
公
園
周
辺

●
参
加
料　

１
、０
０
０
円

【
マ
ラ
ソ
ン
の
部
】

●
期
日　

３
月
28
日
㈰

●
場
所　

高
城
運
動
公
園
周
辺

●
種
目　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
、
10
㌔

の
部
、
５
㌔
の
部
、
３
㌔
の
部

●
参
加
料　

３
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
小
中
学
生
１
、０
０
０
円
）

問　

１
月
29
日
㈮
ま
で
に
都
城
さ
く
ら

マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

☎
・
Fax	

58

−

５
５
１
４

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

人
材
育
成
事
業

【
観
光
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー
】

　

都
城
市
と
三
股
町
の
文
化
・
歴
史
・
自

然
・
景
観
な
ど
を
巡
り
、実
際
に
観
光
コ
ー

ス
を
作
成
し
て
、
継
続
的
な
観
光
振
興
を

行
え
る
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

●
日
時　

1
月
19
日
㈫
～　

毎
週
火
曜
日

13
時
30
分
～
18
時　

計
5
回

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル
ほ
か

●
定
員　

25
人

【
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

「
生
産
・
加
工
コ
ー
ス
」】

　

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
食
品
加
工

施
設
の
申
請
手
続
き
や
加
工
体
験
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
関
連
企
業
へ
の
就
職
が
可

能
な
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
18
日
㈭
、
23
日
㈫
、
24
日

㈬　

10
時
～
16
時　

計
3
回

●
場
所　

高
崎
縄
瀬
地
区
活
性
化
セ
ン

タ
ー
ほ
か

●
定
員　

10
人

【
盆
地
の
起
業
家
育
成
事
業
】

　

起
業
や
創
業
を
考
え
て
い
る
人
へ
経
営

の
基
礎
知
識
、
融
資
制
度
な
ど
実
際
に
役

立
つ
知
識
を
身
に
つ
け
る
講
座
で
す

●
日
時　

２
月
24
日
㈬
～
26
日
㈮　

10
時

～
16
時　

計
3
回

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ほ
か

●
定
員　

25
人

問　

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

	

☎
23

−

２
４
１
２

64
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自
死
遺
児
支
援
の
た
め
の
つ
ど
い

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
日
時　

１
月
30
日
㈯　

13
時
～
17
時

●
場
所　

宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ

●
内
容　

講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ほ
か　

※
託
児
あ
り

　

自
死
遺
児
支
援
研
修
等
事
業
事
務
局

　
　

☎
０
３

−

５
７
７
６

−

０
０
２
３

　　

Fax
０
３

−

５
７
７
６

−

０
３
７
９

問　

県
障
害
福
祉
課

　
　

☎
０
９
８
５

−

32

−

４
４
７
１

	

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座

健
や
か
に
生
き
る
（
無
料
）

●
日
時　

１
月
29
日
㈮　

14
時
～
15
時

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

教
育
研
修
棟
（
祝
吉
町
）

●
定
員　

先
着
80
人
（
申
し
込
み
不
要
）

●
内
容　

小
柳
左
門
院
長
に
よ
る
講
演

「
め
ま
い
や
動
悸
が
お
こ
っ
た
ら
」

問　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院　

地
域
医

療
連
携
室　

☎
23

−

４
１
１
１

き
ら
り
体
験
教
室　

　

５
人
以
上
で
開
催
。
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
。

【
ス
ペ
イ
ン
語
】

●
日
時　

２
月
16
日
㈫
・
３
月
２
日
㈫　

全
２
回　

10
時
～
12
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

１
、１
０
０
円　

※
冷
暖
房
費
は
別
途
必
要

問　

２
月
５
日
㈮
ま
で
に
き
ら
り
ネ
ッ

ト
都
城　

☎
23

−

４
０
８
０

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

技
術
向
上
講
座
（
無
料
）　

　

市
民
公
益
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
会

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る

人
を
対
象
と
し
た
講
座
で
す
。

●
日
時
・
場
所

２
月
13
日
㈯　

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15

時
30
分　

総
合
文
化
ホ
ー
ル　

講
師　

救

仁
郷
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
代
表　

救
仁
郷
友

和
さ
ん

２
月
27
日
㈯　

10
時
～
12
時
・
13
時
30
分

～
16
時
30
分　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン

パ
ス
講
師　

南
九
州
大
学
講
師　

春
日
由
美
さ
ん

●
定
員　

50
人　

※
先
着
順

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

☎
23

−

７
１
４
６　

Fax	

21

−

３
０
３
４

か
く
し
ゃ
く
１
０
０
歳
（
無
料
）

　

自
宅
で
誰
で
も
で
き
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
（
お
茶
の
間
筋
ト
レ
）
で
す
。

●
日
時
・
場
所

五
十
市
地
区
公
民
館

２
月
２
日
㈫
、９
日
㈫
、23
日
㈫
、３
月
２
日
㈫
、

９
日
㈫
、16
日
㈫
、23
日
㈫
、30
日
㈫

10
時
～
11
時
30
分　
　

中
央
公
民
館

２
月
３
日
㈬
、
10
日
㈬
、
17
日
㈬
、
24
日
㈬
、

３
月
３
日
㈬
、
10
日
㈬
、
17
日
㈬
、
24
日
㈬

10
時
～
11
時
30
分

●
対
象　

65
歳
以
上
の
市
民　

20
人

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

問　

介
護
保
険
課　

☎
23

−

３
１
８
４

パ
パ
マ
マ
応
援
教
室

【
離
乳
食
教
室
】
※
要
申
し
込
み

●
日
時　

２
月
12
日
㈮　

９
時
30
分
～

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

【
パ
パ
マ
マ
教
室
】
※
要
申
し
込
み

●
日
時　

2
月
21
日
㈰　

９
時
30
分
～

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

●
対
象　

妊
娠
中
の
人
と
そ
の
家
族

●
内
容　

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方

実
習
、
パ
パ
の
妊
婦
疑
似
体
験
な
ど

●
定
員　

12
組　

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
】
※
要
申
し
込
み

　

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
肌
着
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

２
月
15
日
㈪
・
19
日
㈮　

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

●
対
象　

妊
娠
中
の
人
と
そ
の
家
族

●
費
用　
（
布
代
な
ど
）
５
０
０
円
～

１
、０
０
０
円

※
裁
縫
道
具
持
参

【
赤
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う
】
※
要
申
し
込
み

●
日
時　

2
月
8
日
㈪　

９
時
30
分
～

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

●
対
象　

２
カ
月
～
５
カ
月
の
乳
児
と
そ

の
家
族　

10
組　

問　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４　



�02010.1

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

１
カ
月
～
１
歳
未
満	

●
日
時
・
場
所

１
／
26
㈫　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

２
／
３
㈬　

９
時
30
分
～
10
時
30
分

中
郷
地
区
公
民
館

２
／
４
㈭　

13
時
30
分
～
14
時

山
之
口
シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ
あ
い
の
館

２
／
５
㈮　

９
時
30
分
～
10
時
30
分

沖
水
地
区
公
民
館

２
／
10
㈭　

９
時
30
分
～
10
時
30
分

横
市
地
区
公
民
館

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

問　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談　

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女

性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

１
月
20
日
㈬　

14
時
～
16
時

◎
法
律
相
談

１
月
26
日
㈫　

13
時
～
16
時

※
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

　

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

　

受
け
付
け
ま
す
。
相
談
に
関
す
る
秘
密

　

は
守
り
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

−

７
１
５
７

ウ
エ
ル
ネ
ス
・
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

総
合
相
談
室
（
無
料
） 

【
常
設
相
談
】

●
日
時　

月
～
金
曜
日	

９
時
～
16
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

心
配
ご
と
（
面
談
・
電
話
）

【
無
料
司
法
書
士
相
談
】 

●
日
程
・
場
所	

毎
週
水
曜
日

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
／
24
㈬
高
城
老
人
福
祉
館

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

14
時
～
17
時	

●
内
容
・
定
員　

予
約
面
談
、
６
人		

【
無
料
法
律
相
談
】

●
日
程
・
場
所

２
／
４
㈭
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
／
12
㈮
山
之
口
ふ
れ
あ
い
の
館

２
／
18
㈭
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
／
25
㈭
山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

●
時
間　

14
時
～
17
時	

●
内
容
・
定
員　

予
約
面
談
、
６
人

問　

ウ
エ
ル
ネ
ス
・
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー	

　
　

☎
25

−

８
３
４
９

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

　

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
で
は
、

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
関
す
る
電

話
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
相
談
日
時　

毎
週
土
曜
日	

　
　
　
　
　
　

14
時
～
16
時

●
電
話
相
談　

☎
36

−

０
７
４
０

行
政
相
談

●
日
時
・
場
所

２
／
４
㈭　

９
時
～
12
時　

中
央
公
民
館

２
／
４
㈭　

10
時
～
12
時

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

２
／
９
㈫　

10
時
～
12
時

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

２
／
10
㈬　

10
時
～
12
時

五
十
市
地
区
公
民
館

２
／
12
㈮　

10
時
～
12
時

高
城
総
合
支
所　

西
別
館
第
２
会
議
室

２
／
13
㈯　

10
時
～
12
時　

山
之
口
総
合
支
所
１
階
相
談
室

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23

−

３
１
７
４

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
一
日
相
談
会

　

大
学
進
学
な
ど
に
よ
る
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
目
的
と
す
る「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

に
つ
い
て
の
相
談
会
で
す
。

●
日
時　

２
月
９
日
㈫　

10
時
～
16
時

●
場
所　

市
役
所
南
別
館
４
階

　
　
　
　

第
１
会
議
室

問　

日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　
（
国
民
生
活
事
業
）
宮
崎
支
店

　
　

☎
０
９
８
５

−

23

−

３
２
７
４
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人
権
相
談

●
日
程
・
場
所

２
／
３
㈬
高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

２
／
８
㈪
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
／
９
㈫
山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

２
／
12
㈮
山
之
口
ふ
れ
あ
い
の
館

２
／
12
㈮
高
城
総
合
支
所

●
時
間　

10
時
～
15
時

※
山
之
口
ふ
れ
あ
い
の
館
は
10
時
～
12
時

問　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
　

☎
22

−

０
４
９
０

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

法
律
無
料
相
談

●
日
時　

2
月
3
日
㈬　

18
時
～
21
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

多
重
債
務
、
サ
ラ
金
関
係
、
金

銭
貸
借
な
ど

●
定
員　

９
人
程
度　

※
要
予
約

【
県
下
一
斉
司
法
書
士
無
料
相
談
】

●
日
時　

2
月
７
日
㈰　

10
時
～
16
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

不
動
産
、
会
社
の
登
記
手
続
き

に
関
す
る
こ
と
、
供
託
に
関
す
る
こ
と

問　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部

　
　

☎
25

−
３
２
４
０

一
日
中
小
企
業
相
談
会

●
日
時　

2
月
9
日
㈫　

13
時
～
15
時		

●
場
所　

都
城
商
工
会
館
２
階

問　

商
業
観
光
課　

☎
23

−

２
９
８
３

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
病
気
・
心
の
健
康
に
関
す
る

こ
と
や
薬
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
、
そ
の
ほ
か

の
依
存
症
に
関
す
る
相
談
に
専
門
の
医
師

が
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

１
月
21
日
㈭
、
２
月
18
日
㈭
、

３
月
18
日
㈭　

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

都
城
保
健
所

※
前
日
ま
で
の
予
約
が
必
要
で
す

問　

都
城
保
健
所　

☎
23

−
４
５
０
４

こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談

　

日
本
臨
床
心
理
士
会
で
は
、
電
話
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
家
庭
や
学
校
、
職

場
の
心
配
事
や
悩
み
に
つ
い
て
、
経
験
豊

富
な
臨
床
心
理
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

１
月
31
日
㈰　

９
時
～
17
時

●
相
談
電
話
（
当
日
の
み
）　

☎
０
９
８
５

−

84

−

３
４
０
０

問　

経
営
戦
略
課　

☎
23

−

２
１
１
５

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

（
ア
リ
ー
ナ
・
弓
道
場
・
遠
的
弓
道
場
）、

都
城
運
動
公
園
（
体
育
館
・
陸
上
競
技
場
・

野
球
場
・
庭
球
場
・
武
道
館
）、
姫
城
公

園
運
動
広
場
、
志
和
池
市
民
広
場
、
母
智

丘
公
園
多
目
的
広
場

●
計
画
書
提
出
期
限　

１
月
25
日
㈪

●
そ
の
他

①
休
館
日
（
毎
月
第
３
木
曜
日
・
年
末
年

　

始
）
を
除
い
て
計
画
し
て
く
だ
さ
い

※
姫
城
公
園
運
動
広
場
、
志
和
池
市
民
広

　

場
、
母
智
丘
公
園
多
目
的
広
場
の
施
設

　

を
除
く

②
都
城
市
環
境
美
化
の
日
（
７
月
第
４
日

　

曜
日
）
に
小
中
学
生
対
象
の
大
会
は
計

　

画
し
な
い
よ
う
協
力
く
だ
さ
い

問　

都
城
施
設
協
会　

☎
26

−

７
１
３
３

　
　

関
之
尾
緑
の
村　

☎
37

−

２
９
２
９

四
家
小
学
校
閉
校
式
典

●
日
時　

３
月
７
日
㈰　

10
時
～
14
時

●
場
所　

四
家
小
学
校
体
育
館

　

現
在
、
案
内
状
を
作
成
・
発
送
し
て
い

ま
す
。
住
所
不
明
の
人
が
多
い
た
め
、
知

り
合
い
に
卒
業
生
や
か
つ
て
勤
務
し
て
い

た
職
員
が
い
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。　

　

ま
た
、
案
内
状
が
届
か
な
い
な
ど
不
明

な
点
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

四
家
小
学
校　

☎
55

−

１
３
１
３

体
育
施
設
利
用
団
体
調
整
会
議

　

平
成
22
年
度
中
に
全
国
、
九
州
、
県
、

市
大
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
団
体
は
、

日
程
を
検
討
の
上
、
利
用
計
画
書
を
都
城

地
区
施
設
協
会
に
提
出
く
だ
さ
い
。

※
母
智
丘
公
園
多
目
的
広
場
は
、
関
之
尾

　

緑
の
村
に
提
出

●
日
時　

２
月
25
日
㈭　

14
時
～
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胃
（
バ
リ
ウ
ム
）・
子
宮
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

４
月
１
日
以
降
に
同
等
の
が
ん
検
診
を

受
け
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

昭
和
45
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人

●
日
程　

２
月
７
日
㈰　

●
受
付　

８
時
～
10
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
子
宮
が
ん
検
診
】

●
対
象　

平
成
２
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
偶
数
年
生
ま
れ
の
女
性

子
宮
が
ん
検
診
は
２
年
に
１
回
の
受
診

と
な
り
ま
す

●	

日
時
・
場
所

２
／
３
㈬　

９
時
～
10
時　

庄
内
地
区
公
民
館

２
／
３
㈬　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

志
和
池
地
区
公
民
館

２
／
7
㈰　

９
時
～
10
時　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

２
／
18
㈭　

９
時
～
10
時

横
市
地
区
公
民
館

２
／
18
㈭　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

●
検
診
料　

胃
が
ん
検
診　

９
０
０
円
、

子
宮
が
ん
検
診　

８
０
０
円

※
70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
、

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は

　

証
明
書
な
ど
を
提
示
す
れ
ば
検
診
料

　

が
免
除
さ
れ
ま
す

問　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

青
井
岳
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

２
月
３
日
㈬
～
５
日
㈮
は
施
設
点
検

の
た
め
臨
時
休
業
し
ま
す
。

問　

青
井
岳
荘　

☎
57

−
２
１
７
７

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事
予
定

●
施
設
名
・
日
時
・
行
事

都
城
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22

−
１
６
５
９

１
月
25
日
㈪　

10
時
～　

子
育
て
講
座
「
歯
に
つ
い
て
」

山
之
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
57

−

３
２
９
８

１
月
19
日
㈫　

14
時
～

ユ
ル
ユ
ル
（
体
操
）
毎
週
火
曜
日

２
月
５
日
㈮　

10
時
～
豆
ま
き
会

２
月
12
日
㈮　

10
時
～
リ
ズ
ム
遊
び

山
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
64

−

３
１
７
１

１
月
14
日
㈭　

10
時
～		

に
こ
に
こ　

教
室
手
作
り
お
も
ち
ゃ

１
月
27
日
㈬　

10
時
～		

誕
生
会　

親
子
で
楽
し
む
リ
ズ
ム
遊
び

１
月
30
日
㈯　

10
時
～		

マ
ラ
ソ
ン
・
た
こ
あ
げ
大
会

２
月
３
日
㈬　

10
時
～　

豆
ま
き
会

※
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
あ
り

　

ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
子
育
て
支
援

　

セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

経営戦略課
☎ 23−2115

【写真】　
①沢原高原
②夕すげを観る夕べ

今
月
は
、
湧
水
町
の
沢
原
高
原
と
、

「
夕
す
げ
を
観
る
夕
べ
」
を
19
年
前

か
ら
行
っ
て
い
る
「
吉
松
自
然
を
考

え
る
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

沢
原
高
原

　

沢
原
高
原
は
、
約
１
、０
０
０
㌶

と
い
う
広
さ
を
誇
る
九
州
で
阿
蘇
に

次
ぐ
大
草
原
で
す
。
自
衛
隊
の
演
習

場
に
も
な
っ
て
お
り
、
ま
た
毎
年
春

に
は
野
焼
き
が
行
わ
れ
春
の
風
物
詩

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

草
原
を
形
成
す
る
台
地
は
、
３
万

年
ほ
ど
前
に
起
こ
っ
た
飯
盛
山
の
噴

火
の
際
に
流
れ
出
た
溶
岩
流
か
ら
な

り
ま
す
。
付
近
に
は
溶
岩
小
丘
や

テ
ュ
ム
ラ
ス
（
溶
岩
塚
）
な
ど
、
や

や
粘
性
の
低
い
溶
岩
流
の
表
面
に
特

徴
的
な
微
地
形
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
夕
す
げ
や
春
り
ん
ど

う
、
サ
ギ
草
な
ど
３
０
０
種
以
上
の

草
花
、
小
動
物
、
希
少
動
物
も
生
息

し
て
お
り
、
学
術
的
に
も
貴
重
な
草

原
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

吉
松
自
然
を
考
え
る
会

　

夕
す
げ
は
、
７
月
か
ら
８
月
に
咲

く
淡
い
黄
色
の
花
で
、
名
前
の
と
お

り
夕
方
か
ら
咲
き
翌
日
の
昼
に
は
し

ぼ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

吉
松
自
然
を
考
え
る
会
で
は
、
こ

の
可
憐
な
花
と
貴
重
な
草
原
沢
原
高

原
を
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
お

う
と
毎
年
７
月
に
「
夕
す
げ
を
観
る

夕
べ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
結
成
20
年
を
迎
え
、
学
習

会
や
八
色
鳥
の
森
づ
く
り
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

①

②
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都
城
市
国
民
健
康
保
険

高
額
療
養
費
特
別
支
給
金

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
12
月
（
各
月
の

１
日
を
除
く
）
の
間
に
①
75
歳
（
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
）
に
な
り
国
保
を
喪

失
し
た
人
、
②
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し

て
い
た
本
人
が
75
歳
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
本
人
の
扶
養
者
で
国
保
を
取
得

し
た
人
が
、
支
給
対
象
月
に
一
定
以
上
の

医
療
費
の
支
払
を
し
て
い
る
場
合
、
都
城

市
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
特
別
支
給

金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
都
城

市
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
支
給
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
返
信
用
の
封
筒
で
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。
不
明
な
点
は
、
保
険
年
金
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課　

☎
23

−

２
６
３
４

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス

　

平
成
22
年
２
月
１
日
現
在
で
、
全
国

一
斉
に
農
林
業
の
国
勢
調
査
と
い
わ
れ

る
「
２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
今
後
の
農
林
業
の
政
策
に
役
立
て

る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
大

切
な
調
査
で
す
。
１
月
中
旬
か
ら
農
林

業
を
営
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
票
に
農
林
業

の
状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

情
報
政
策
課　

☎
23

−

２
５
６
２

高
額
介
護
（
医
療
）
合
算
療
養
費

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
医
療
保
険
と
介

護
保
険
の
両
方
を
利
用
し
て
い
る
世
帯

の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。
通
常
は
１
年
間
に
支
払
っ
た
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を

合
計
し
、
基
準
額
を
超
え
た
額
を
支

給
し
ま
す
が
、
今
年
度
に
限
り
16
カ
月

（
20
年
４
月
～
21
年
７
月
）
と
12
カ
月

（
20
年
８
月
～
21
年
７
月
）
の
両
方
で

計
算
し
、
支
給
額
が
多
い
方
を
支
給
し

ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
支
給
に
関
す
る
通
知

を
し
ま
す
。（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
人
は
宮
崎
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
通
知
が
届
き

ま
す
）

※
平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年
７
月

　

末
ま
で
の
間
に
、
市
町
村
を
越
え
て

　

転
居
し
た
人
や
ほ
か
の
医
療
保
険
か

　

ら
国
民
健
康
保
険
に
移
っ
た
人
は
、

　

転
居
前
の
市
町
村
や
、
以
前
加
入
し

　

て
い
た
医
療
保
険
の
窓
口
へ
の
手
続

　

き
が
必
要
と
な
り
ま
す

不
明
な
点
や
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

保
険
年
金
課
ま
た
は
介
護
保
険
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問　

医
療
に
関
す
る
事　

保
険
年
金
課

　
　

☎
23

−

２
６
３
４

　
　

介
護
に
関
す
る
事　

介
護
保
険
課

　
　

☎
23

−

２
１
１
４

都
市
計
画 　

の
縦
覧

　

都
城
広
域
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に

つ
い
て
、
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

●
期
間　

２
月
１
日
㈪
～
15
日
㈪

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
場
所　

都
市
計
画
課
（
東
館
３
階
）

●
内
容　

都
市
計
画
道
路
の
変
更

３
・
５
・
61
号　

鷹
尾
上
長
飯
通
線　

（
早
水
町
・
郡
元
町
地
内
）

３
・
６
・
52
号　

桜
馬
場
通
線　
（
早
水

町
地
内
）

●
そ
の
他　

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　

都
市
計
画
課　

☎
23

−

２
７
６
２

（案）
1/31 ㈰ プリマリー、サンエイ、オレンジ

グリーン調剤
2/ 7 ㈰ トロン、ひむか都城、中原町
2/11 ㈭ 姫城、平江調剤、ケーアイ調剤
2/14 ㈰ 調剤日研、わかば、フクシマ

みやざき医療ナビ

◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

休
日
急
病
診
療
機
関

●
診
療
時
間　

9
時
～
18
時

※
歯
科
は
17
時
ま
で

※
診
療
機
関
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

詳
し
く
は
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
医
師
会
は
☎
23

−

５
５
５
５
、

歯
科
医
師
会
は
☎
25

−

４
１
０
０
）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

●休日当番薬局

月日 医療機関名 電話番号

1/31
㈰

宮永病院（内・胃・外） 22-2015
冨田医院（内・小） 23-4586
隅病院（内・胃） 62-1100
橘整形（整） 23-7236
吉見クリニック（外・整・内） 58-5633
中山産婦人科（産・婦） 23-8815
いままち歯科医院 39-0368

2/7
㈰

山内小児科（小） 22-0048
ベテスダクリニック（内） 22-1700
長倉医院（内） 52-2109
都北鮫島クリニック（胃・内・外） 38-6060
寺本整形（整） 22-1171
西元眼科（眼） 25-8888
稲田歯科医院 22-8811

2/11
㈭

瀬ノ口医院（内・消） 25-5155
黒松病院（内） 38-1120
海老原内科（内・小） 64-1211
マドコロ外科（外・胃・整） 22-0138
海老原記念（外） 22-2240
やの耳鼻科（耳鼻） 27-5222
あさお歯科 52-8148

2/14
㈰

三嶋内科（内） 24-7171
園田光正内科（内） 38-5115
教山医院（内・小） 62-1205
飯田整形外科クリニック（整） 46-5115
土井外科（外・胃・内） 22-1825
いそいち産婦人科（産・婦） 22-4585
井上歯科医院 22-3883



移
動
図
書
館 

く
れ
よ
ん
号

巡
回
予
定

インフォメーション

●問い合わせ
　都城市立図書館　☎ 22-0239

高城図書館　　　☎ 58-4224

都城にもあった「かくれ念
仏」の風習。謎の多い薩摩藩
の浄土真宗弾圧について、分
かりやすく解説しています。

幕末日本を駆け巡った坂元
龍馬の活躍やエピソードを、
豊富なカラー図版を使って
多面的に描き出しています。

「かいじゅうたちの
いるところ」

モーリス・センダック（著）
神宮輝夫（訳）冨山房（出版）

いたずらっ子のマックスが
たどり着いた“かいじゅう
たちのいるところ”。長く愛
されてきた絵本です。

今月のおすすめの本

15
21

21

「龍馬が歩いた幕末地図」

木村幸比古（監修）
朝日新聞出版（出版）

「権力に抗
あらが

った薩摩人－薩摩藩政
時代の真宗弾圧とかくれ念仏」

芳即正（著）
南方新社（出版）

細坪君と三浦君
LIVE 2010「50’s　Cafe」
元「ふきのとう」細坪基佳、元「雅夢」三浦和人のフォー
クデュオ。待望の都城ライブ決定！

●日時：平成22年３月６日㈯
　　　　18 時開演
●会場：都城市総合文化ホール	
●チケット：【全席指定】3,500 円
　＊MJ友の会会員割引あり
　＊未就学児童入場不可
●問い合わせ：都城市総合文化ホール　☎	23-7140
（チケット専用電話番号　☎	23−7190）

紙芝居や絵本の読み聞かせなど、親子で参加しませんか

●日時：平成22年２月６日㈯
　　　　 14時〜15時
●場所：ウエルネス交流プラザ
●対象：保育園・幼稚園児
　　　　（0〜6才向け）
●内容：パネルシアター、紙芝居
　　　　　絵本の読み聞かせなど
●出演：ぶどうの会
●問い合わせ
　ウエルネス交流プラザ　☎	26－7770

のびのびお話し会

都城市立図書館
休館日：１月25日、２月１日・４日・８日・11日・15日／開館時間：9：30〜18：50
高城図書館
休館日：１月26日、２月２日・９日・11日／開館時間：9：30〜18：00

図
書
館
で
の
読
み
聞
か
せ

都
城

高
城

お話しの部屋“そら豆”
●絵本の読み聞かせ（定員20人程度）
　１月28日㈭　11：00～11：30
本とお話の会
●日時　２月13日㈯　14：30～
●内容　トリッペ・タラッペ・トロッペ
　　　　 のおにたいじ（北欧の昔話）

読み聞かせ会・親子映写会
●日時　１月31日㈰　10：00～
●対象　幼児～小学校低学年児童

日 

程

巡　

回　

場　

所

巡　

回　

時　

間

１/21
㈭

川
東
小
学
校

13
時
00
分
～
14
時
00
分

１/22
㈮

縄
瀬
小
学
校

高
崎
地
区
公
民
館

13
時
10
分
～
13
時
50
分

14
時
20
分
～
14
時
50
分

１/23
㈯

明
和
小
学
校

鷹
尾
五
丁
目
自
治
公
民
館

市
営
都
原
団
地

13
時
00
分
～
13
時
30
分

13
時
40
分
～
14
時
10
分

14
時
20
分
～
14
時
50
分

１/26
㈫

乙
房
小
学
校

志
和
池
小
学
校

13
時
00
分
～
13
時
50
分

14
時
30
分
～
16
時
00
分

１/27
㈬

今
町
小
学
校

梅
北
小
学
校

13
時
10
分
～
14
時
00
分

14
時
30
分
～
15
時
30
分

１/28
㈭

夏
尾
小
学
校

菓
子
野
小
学
校

13
時
00
分
～
13
時
30
分

14
時
30
分
～
15
時
30
分

１/29
㈮

小
松
原
地
区
公
民
館

ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

な
が
や
ま
志
比
田
店

谷
頭
児
童
館

13
時
20
分
～
13
時
50
分

14
時
10
分
～
14
時
40
分

15
時
00
分
～
15
時
30
分

２/５
㈮

御
池
小
学
校

西
岳
地
区
公
民
館

庄
内
小
学
校

13
時
00
分
～
13
時
30
分

14
時
00
分
～
14
時
30
分

14
時
50
分
～
16
時
00
分

２/６
㈯

山
之
口
ふ
も
と
保
育
所

上
富
吉
地
区
体
育
館

一
万
城
南
部
自
治
公
民
館

11
時
20
分
～
11
時
40
分

13
時
00
分
～
13
時
30
分

14
時
00
分
～
14
時
30
分

２/９
㈫

県
営
北
原
団
地

丸
野
小
学
校

10
時
30
分
～
11
時
00
分

13
時
00
分
～
14
時
00
分

２/10
㈬

吉
之
元
小
学
校

西
岳
小
学
校

13
時
10
分
～
13
時
50
分

14
時
15
分
～
15
時
30
分

２/13
㈯

祝
吉
地
区
公
民
館

沖
水
小
学
校

石
山
体
育
セ
ン
タ
ー

10
時
45
分
～
11
時
30
分

13
時
00
分
～
14
時
00
分

14
時
30
分
～
15
時
00
分

��2010.1



国際交流員
のひとりごと

　「日本の冬は寒いです」と私がぶつぶつ。
　「えっ？！　モンゴルの方がずっと寒いの
では」
　それはそうです。日本はモンゴルより暖か
い。さらに、九州はモンゴルよりずっとずっ
と赤道に近い。気温差も都城とモンゴルは平
均的に30度もあります。だから、モンゴル生
まれ、モンゴル育ちの私には都城の冬は楽勝
楽勝！　冬どころか小春日和だわ！　笑って
乗り越えられまっせ！　なんて言いたいとこ
ろですが、実は寒いです。なぜか、モンゴル
の冬よりも寒く感じます。
　それはきっとセントラルヒーティングの影
響でしょう。外は零下20度でも家ではTシャ
ツで過ごすのがモンゴルの町育ちの私が持つ
イメージです。セントラルヒーティングは９
月15日から５月15日まで動きます。その間は
室内温度が約26度で、どの部屋にいても暖か
いです。
　外は寒いのに中は暖かいモンゴルの冬とは
対照的に、外の方が暖かく感じる都城の冬を
楽しみたいと思います。

バヤンバト	ムンフバヤルさん
（モンゴル）Vol.２

「冷え込んできましたね」

●問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から
一部を紹介します。また、皆さんから寄せられたご意見
につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

▼点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

わ
た
し
の
一
言

今
月
号
を
読
ん
で
の
感
想

・南九州ハンググライダー大会のボランティ
アで、ぜんざいの振る舞いをしました。今年
は、いつもより早めに準備したおかげで、熱
気球に乗ることもでき、ラッキーでした。

	 	 （梅北町　歌姫さん）

・11月号の都城讃歌で紹介された谷口さんに期
待しています。多くの高崎町出身者が活躍し
ているのを見ると元気が出ますね。

	 	 （高崎町　シンバのバァーチャン）

・車を運転していると、空き缶などのごみが落
ちているのを目にします。自分のごみは必ず
家に持ち帰り分別する努力が必要ですよね。

	 	 （山之口町　Ｎさん）

・広報紙を読むとたくさんのイベントがあるの
だなと驚きました。見逃さないように、しっ
かりチェックして参加していきたいと思いま
す。	 （蔵原町　Ｈさん）

・11月号の「広域定住自立圏形成協定」を読ん
で、医療や観光面に役に立つことだと思いま
した。今から都城志布志道路が完成するのを
楽しみにしています。

	 	 （山之口町　金ちゃん）



イベントカレンダー

１/21
～２/15

※［　　］内は場所、問は問い合わせ先

電
話
番
号
　（
　
　
　
　
　
）　
　
　
　
　
−

ク
イ
ズ
の
答
え

①②③ フ
リ
ガ
ナ

氏
　
名

ペ
ン
ネ
ー
ム
ま
た
は
イ
ニ
シ
ャ
ル

※
記
入
が
な
い
場
合
は
、イ
ニ
シ
ャ
ル
で
表
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

住
　
所

８
８
５
８
５
５
５

PO
ST
	CA
RD

お
手

数
で

す
が

5
0

円
切

手
を

お
張

り
く

だ
さ

い

広報クイズ
読者

プレゼント

都
城
市
役
所
 秘

書
広
報
課
 行

（
広

報
 都

城
 N

o.49 2010年
１

月
号

）

施 設 案 内 ※１月21日～２月15日の日程

Vol.49

読
ん
で
当
て
よ
う

知
っ
て
当
て
よ
う

▪美術館（姫城町） ☎25−1447
開館時間　９：00～17：00（入館は16：30まで）

入館料　無料
休館日　１月25日、２月１日・８日・15日
※１月30日は、住民票の発行はできません
・収蔵作品展「風景画の魅力（広がりと奥行き）」
　（〜２月14日）

▪都城歴史資料館（都島町） ☎25−8011
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）　

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　１月25日、２月１日・８日・15日

▪高城郷土資料館（高城町） ☎58−5963
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　１月25日、２月１日・８日・15日

▪人形の館（山之口町） ☎57−5295
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　１月25日、２月１日・８日・15日

▪たちばな天文台（高崎町） ☎62−4936
開館時間　金土19：00～22：00、土日祝９：00～17：00 

入館料　中学生以上300円　小学生100円
※この時期は、接近した火星が楽しめます

▪山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57−3713
開館時間　９：00～17：00

入館料　無料
休館日　１月25日、２月１日・８日・15日

▪旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58−6900  
開館時間　10：00～16：00

入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　１月25日、２月１日・８日・15日

１月

22日㈮～
25日㈪

都北特別支援学級・特別支援学校合同作品展
〔ウエルネス交流プラザ〕
問県特別支援教育研究連合都北地区研究会
　☎36−0515（志和池小学校）

23日㈯～
24日㈰

都三地区小・中学校書き初め展
〔総合文化ホール〕
問富吉小学校　☎57−3151

29日㈮
10：00～

青少年健全育成市民大会・家庭教育振興大会
〔総合文化ホール〕
問生涯学習課　☎23−9545

31日㈰
９：00～

高崎クロスカントリー大会
〔高崎総合公園多目的広場〕
問高崎教育課　☎62−1111

２月

６日㈯
14：00～

のびのびお話し会（読み聞かせ）
〔ウエルネス交流プラザ〕
問ウエルネス交流プラザ　☎26−7770

７日㈰
10：00～

南九州駅伝競走大会
〔えびの市真幸地区体育館〜都城市役所〕
問スポーツ振興課　☎23−9546

７日㈰～
19日㈮

Ｊリーグ「ＦＣ東京」都城キャンプ
〔高城運動公園〕
問商業観光課　☎23−2615

14日㈰
８：00～

都城ぼんち市〔東中町通り〕
問都城商工会議所　☎23−0001



市の提供番組紹介
世帯
人
人
人

（　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　）

今月の表紙

テレビ番組の案内

ラジオ番組の案内

都城市現住人口

※写真は、昨年の乙房町での様子

豊作を願う伝統行事「もぐら打ち」
　束ねたわらを地面に打ちつけ、農作物に害をも
たらすモグラを追い払う「もぐら打ち」。五穀豊穣
を願う正月の伝統行事ですが、現在は、乙房町と
山田町の一部で行われるだけとなりました。参加
した子どもたちは「もぐら打っが来たど」と元気
に歌いながら、地区内の
家々の庭先などをわら束
でたたき、家人からモグラ
退治のお礼に菓子やもち
などをもらっていました。 ■MRTラジオ（AM放送936kHz）

　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30～15：45
　市民参加型のラジオ番組を放送しています。
　出演については、秘書広報課（☎23−3174）

■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49～9：54、16：25～16：30（再）
　市からのお知らせ、イベント情報などを放送します。
　毎週火曜日放送の「BON☆（ボンスタ）」
　（12：00～13：00）でも、市政情報や市民活動の
　紹介などを放送しています

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch、アナログ5ch）
※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 ～　② 11：50 ～　③ 17：50 ～
　④ 20：50 ～　⑤ 22：50 ～

■今後の放送予定
１月21日〜31日
「南九州駅伝大会」
２月１日〜10日
「ワールドフェスタ」
２月11日〜20日
「都城市長就任あいさつ」

問
①
あ
な
た
の
２
０
０
９
年
の
最
大
の
出
来
事
は
？

　

（
自
由
回
答
）

問
②
市
・
県
民
税
の
申
告
は
１
月
25
日
㈪
か
ら
い
つ

ま
で
？

問
③
「
学
校
へ
行
こ
う
」
で
紹
介
し
た
縄
瀬
小
学
校

の
シ
ン
ボ
ル
は
「
○
○
○
の
森
」

◎
応
募
方
法　

は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
と
、
わ
た
し
の
一
言
や
１
月
号
を
読

ん
だ
感
想
を
書
い
て
、
〒
885

−

８
５
５
５　

市
役

所
秘
書
広
報
課
ま
で
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

１
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
の
受
け
付

け
、
当
選
者
へ
の
商
品
の
発
送
以
外
に
は
利
用
し
ま
せ
ん

◎
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

都
城
地
場
産
品
詰
め
合
わ
せ

　
（
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
、
豆
乳
デ
ザ
ー

ト
、
ど
ぶ
ろ
く
大
福
）

◎
商
品
取
扱
事
業
者

　
「
道
の
駅
」
都
城
（
都
北
町
）

　

☎
38

−

４
５
６
１

◎
応
募
締
切　

２
月
１
日
㈪

　
　
　
　
　
　

当
日
消
印
有
効

◎
発
表　

本
紙
３
月
号

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
広
報
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
寄
付
事
業
所
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
秘
書
広
報
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
11
月
号
当
選
者　

渡
辺
美
智
子
さ
ん
（
下
川
東
二
丁
目
）

　

毎
月
送
ら
れ
て
く
る
広
報
紙
の
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
の
が
楽
し
み
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
盛
り

だ
く
さ
ん
な
の
で
、
今
度
参
加
し
て
み
よ
う
か
と
思

い
ま
す
。

平成21年12月１日現在　　　	（ 前 月 比 ）
世　帯　数
人 口 総 数
　　　　男
　　　　女
※国勢調査に基づく推計人口です。

70,864
168,503
79,003
89,500

36
− 5
−25
20

▪
11
月
号
ク
イ
ズ
結
果　

応
募
総
数
32
通

◎
正
解 

①
３
市
１
町　

②
文
化　

③
環
境

昨年の南九州駅伝の様子

　明けましておめでとうございます。昨年も地域の祭りや
イベントなどの取材先で、皆さんのふるさとへの温かい思
いに触れました。また、都城工業高校や商業高校のアスリー
トたちが春高バレーや甲子園で全国に名を轟かせるなど、
高校生の活躍に元気をもらいました。一方で、新型インフ
ルエンザの流行など、不安な話題もあり、今後も気が抜け
ませんが、今年もさまざまな話題を取材しながら、寅年を
楽しみたいと思います。（栗）
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